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ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
大
司
教
ギ
ー
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
伯
家
の
出
身
で
あ
る
。
初
代
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
伯
オ
ッ
ト
ー=

ギ
ヨ
ー
ム（
一
〇
二
六
年
没
）
の
曾
孫
に
あ
た
り
、
ギ
ー

の
大
叔
母
は
ポ
ワ
ト
ゥ
ー
伯
ギ
ヨ
ー
ム
三
世
に
嫁
い
だ
ア
グ
ネ
ス
で
あ
る
。
彼
女

の
娘
で
同
名
の
ア
グ
ネ
ス
は
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
の
后
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に

ギ
ー
は
後
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世=

バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
に
嫁
い
だ
ベ
ア
ト
リ
ク
ス

の
大
叔
父
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
伯
家
は
ザ
リ
エ
ル
朝
、
シ
ュ
タ
ウ

フ
ェ
ン
朝
と
親
戚
関
係
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
門
と
い
っ
て
よ
い（
１
）。
ギ
ー
の
兄

ユ
ー
グ
は
ブ
ザ
ン
ソ
ン
大
司
教
で
あ
っ
た
。
ギ
ー
は
教
皇
就
任
直
後
に
ハ
イ
ン
リ

ヒ
五
世
に
書
簡
を
お
く
り
、
平
和
の
回
復
が
急
務
で
あ
る
と
血
縁
の
誼
み
に
訴
え

て
主
張
し
た
。「
教
会
は
キ
リ
ス
ト
に
属
す
る
も
の
を
保
持
し
、
皇
帝
は
彼
に
属

す
る
も
の
を
所
有
す
べ
き
で
あ
る
」

（
２
）

と
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
ポ
ン
テ=

マ
ン
モ
ー

ロ
協
定
に
よ
っ
て
叙
任
権
を
強
制
的
に
手
に
し
た
と
き
が
権
力
の
絶
頂
で
あ
り
、

以
後
急
速
に
彼
の
威
勢
は
下
り
坂
に
向
っ
た
。
一
一
一
五
年
二
月
に
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

ス
ホ
ル
ツW

elfesholz

の
戦
い
で
ザ
ク
セ
ン
公
に
敗
れ
、
ド
イ
ツ
北
部
と
東
部

を
失
っ
た
。
ザ
ク
セ
ン
の
反
抗
勢
力
は
ロ
ー
マ
教
皇
庁
と
連
絡
を
と
り
、
一
一
一

五
年
夏
に
は
教
皇
特
使
が
ド
イ
ツ
で
活
動
を
再
開
し
た（
３
）。

　

一
一
一
六
年
三
月
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
前
年
に
世
を
去
っ
た
ト
ス
カ
ー
ナ
女
伯
マ

テ
ィ
ル
ダ
の
所
領
を
相
続
す
る
た
め
に
イ
タ
リ
ア
遠
征
の
途
に
つ
い
た
。
翌
年
の

復
活
祭
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
皇
妃
マ
テ
ィ
ル
ダ
は
ブ
ラ
ガ
大
司
教
マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス

に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
で
戴
冠
さ
れ
た
。
翌
一
一
一
八
年
三
月
に
、
皇
帝
は
ゲ
ラ
シ
ウ

ス
二
世
に
対
抗
す
る
た
め
に
マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス
を
対
立
教
皇
に
擁
立
し
た
。
グ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
皇
　
改
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（
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二

ゴ
リ
ウ
ス
八
世
が
こ
れ
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
ド
イ
ツ
を
留
守
に
し
て
い
る
間

に
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の
司
教
枢
機
卿
コ
ー
ノ
は
ド
イ
ツ
で
反
皇
帝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
繰
り
広
げ
、
ケ
ル
ン
、
フ
リ
ツ
ラ
ー
ル
に
教
会
会
議
を
召
集
し
た（
４
）。
一
一
一
九

年
の
ド
イ
ツ
は
絶
え
間
な
い
戦
乱
に
見
舞
わ
れ
、
神
の
平
和
の
誓
約
も
守
ら
れ
な

い
状
態
が
つ
づ
い
た
。
年
代
記
作
家
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は

「
帝
国
全
域
の
司
教
お
よ
び
諸
侯
の
使
節
に
迫
ら
れ
て
」《totius regni 

sacerdotum
 atque procerum

 nunciis com
pulsus

》
諸
侯
会
議
の
開
催
に

踏
み
切
っ
た
と
い
う（
５
）。
六
月
に
ト
リ
ブ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
諸
侯
会
議
に
は
教
皇
使

節
も
招
か
れ
て
出
席
し
、
十
月
に
ラ
ン
ス
で
開
催
予
定
の
教
会
会
議
に
皇
帝
の
出

席
を
要
請
し
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
諸
侯
の
決
議
に
も
と
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
を

誓
い
、
教
会
会
議
に
み
ず
か
ら
出
席
す
る
意
志
を
表
明
し
た
。
諸
侯
の
あ
い
だ
に

は
叙
任
権
問
題
を
早
急
に
解
決
し
て
教
会
と
の
和
平
を
達
成
し
た
い
と
い
う
気
運

が
高
ま
っ
て
い
た
。
か
く
し
て
九
月
末
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
教

皇
使
節
が
叙
任
権
問
題
に
つ
い
て
会
談
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
　
叙
任
権
闘
争
の
収
束
と
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議

　

交
渉
の
経
緯
を
伝
え
て
い
る
の
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
神
学
校
々
長
ヘ
ッ
ソ
で

あ
る（
６
）
。
教
皇
使
節
は
著
名
な
ス
コ
ラ
学
者
シ
ャ
ロ
ン=

シ
ュ
ル=

マ
ル
ヌ
司
教
ギ

ヨ
ー
ム=

ド=

シ
ャ
ン
ポ
ー
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
親
戚
筋
に
あ
た
る
ク
リ
ュ
ニ
ー
修

道
院
長
ポ
ン
ス
の
両
名
で
あ
る
が
、
報
告
書
の
中
で
は
ポ
ン
ス
の
影
は
薄
い
。
主

役
は
ギ
ヨ
ー
ム
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
王
が
王
権
と
祭
司
権
の
平

和
と
一
致
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
司
教
と
修
道
院
長
の
叙
任
権
を
放
棄
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
王
権
の
縮
小
」
《dim

inutio regni

》
が
生
ず

る
わ
け
で
は
な
い
。
ギ
ヨ
ー
ム
は
自
身
を
例
に
挙
げ
て
説
明
し
た
。
自
分
自
身
は

司
教
に
選
出
さ
れ
た
と
き
に
聖
別
の
前
後
に
王
の
手
か
ら
何
も
受
け
取
ら
な
か
っ

た
し
オ
マ
ー
ジ
ュ
も
行
わ
な
か
っ
た
が
「
貢
納
、
軍
役
、
通
行
税
お
よ
び
昔
か
ら

国
家
に
属
し
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
」
《de tributo,de m

ilicia,de theloneo,et 

de om
nibus quae ad rem

 publicam
 pertinebant antiquitus

》
を
王
に
た

い
し
て
果
し
て
い
る
。
王
か
ら
叙
任
さ
れ
て
、
あ
な
た
（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
）
に
仕
え

て
い
る
ド
イ
ツ
の
司
教
に
劣
ら
ず
自
分
は
フ
ラ
ン
ス
王
に
献
身
的
に
奉
仕
し
て
い

る（
７
）、
と
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
説
明
を
聞
い
て
納
得
し
、
「
さ
よ
う
、
そ
の
通
り
で
あ

れ
ば
自
分
は
そ
れ
以
上
は
望
ま
な
い（
８
）」
と
語
っ
た
と
い
う
。
両
使
節
は
十
月
初
頭

に
ラ
ン
ス
に
向
う
途
上
の
教
皇
と
パ
リ
で
会
い
、
交
渉
経
過
を
報
告
し
た
。
カ
リ

ク
ス
ト
ゥ
ス
は
協
定
書
作
成
の
た
め
に
、
さ
ら
に
二
名
の
枢
機
卿
（
オ
ス
テ
ィ
ア

の
司
教
枢
機
卿
ラ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
と
サ
ン=

タ
ン
ジ
ェ
ロ
の
助
祭
枢
機
卿
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
）
を
付
け
て
再
び
王
の
も
と
に
派
遣
し
た
。
一
行
は
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
と
メ
ッ

ス
の
中
間
地
点
で
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
会
っ
た
。
こ
こ
で
協
議
が
行
わ
れ
、
合
意
事
項

が
文
書
化
さ
れ
た
。
十
月
二
十
四
日
に
ム
ゾ
ン
（
ラ
ン
ス
東
方
七
〇
キ
ロ
）
で
皇

帝
と
教
皇
が
会
見
し
て
協
定
書
を
最
終
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た



教
皇
改
革
（
三
） 

― 

関
口

三

の
で
あ
る
。

　

ラ
ン
ス
教
会
会
議
は
十
月
二
十
日
（
月
曜
日
）
に
開
幕
し
た（
９
）。
二
日
後
に
会
議

を
い
っ
た
ん
中
断
し
て
教
皇
の
一
行
は
ム
ゾ
ン
に
向
っ
た
。
二
十
三
日
に
ム
ゾ
ン

に
到
着
し
た
一
行
は
協
定
書
の
文
案
を
も
う
一
度
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
叙
任
権

の
放
棄
を
め
ぐ
る
国
王
文
書
の
一
節
「
す
べ
て
の
教
会
の
い
っ
さ
い
の
叙
任
権
を

放
棄
す
る
」《D

im
itto om

nem
 investituram

 om
nium

 aecclesiarum

》
の

表
現
が
曖
昧
で
あ
る
と
し
て
問
題
に
な
っ
た（

（（
（

。
も
し
も
王
が
素
直
にsim

pliciter

行
動
す
る
の
で
あ
れ
ば
こ
の
規
定
で
十
分
で
あ
ろ
う
が
、
王
が
曖
昧
さ
に
乗
じ
て

何
ら
か
の
詭
計
を
め
ぐ
ら
す
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
表
現
に
制
約
を
設
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
。「
王
が
教
会
の
古
い
所
有
地
を
み
ず
か
ら
の
た
め
に
請
求
し
た
り
、

再
び
そ
の
所
有
地
を
司
教
に
授
与
し
な
い
た
め
で
あ
る
」（

（（
（

。
つ
ま
り
教
皇
側
は
、

レ
ガ
リ
ア
の
授
与
を
口
実
に
王
が
司
教
叙
任
を
正
当
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
恐

れ
た
の
で
あ
る
。
翌
二
十
四
日
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
制
限
条
項
の
追
加
を
も
と
め
る

教
皇
側
の
提
案
を
拒
否
し
た
。
教
皇
側
は
、
王
が
叙
任
権
を
放
棄
す
る
見
返
り
に

司
教
が
こ
れ
ま
で
帝
国
に
果
し
て
き
た
奉
仕
を
引
続
き
果
す
よ
う
に
ド
イ
ツ
司
教

団
に
口
頭
で
義
務
づ
け
る
と
申
し
出
た
が
、
王
は
こ
れ
も
退
け
た
。
教
皇
側
が
め

ざ
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
慣
習
に
そ
っ
た
叙
任
権
問
題
の
解
決
で
あ
っ
た
。
翌
日

の
交
渉
で
は
相
手
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
す
た
め
に
双
方
が
主
導
権
を
争
っ
た
。
ハ

イ
ン
リ
ヒ
は
、
教
皇
側
が
も
と
め
て
い
る
譲
歩
は
諸
侯
が
出
席
す
る
総
会
議

《generale colloquium

》
で
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
彼
ら
と
の
協
議
を

ま
た
ず
に
叙
任
権
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
総
会
議
召
集
の
た
め

に
返
答
期
日
の
延
期
を
も
と
め
た（

（（
（

。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
の
一
行
は
帰
国
を
決
意
し

た
。
二
十
六
日
（
主
日
）
に
教
皇
は
ラ
ン
ス
に
戻
り
、
夕
方
の
ミ
サ
に
出
席
し
て

い
る
。
二
十
七
日
の
会
議
で
は
「
過
労
で
無
力
に
な
っ
た
」《prae nim

io 

labore infirm
atus

》
教
皇
は
終
始
黙
し
て
座
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た（

（（
（

。
教
皇
に
か

わ
っ
て
サ
ン=

グ
リ
ソ
ゴ
ー
ノ
の
司
祭
枢
機
卿
ク
レ
ー
マ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
が
交
渉

の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
出
席
者
に
説
明
し
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
三
万
の
大
軍
を
率

い
て
お
り
、
一
一
一
一
年
の
と
き
の
よ
う
に
教
皇
を
捕
虜
に
す
る
こ
と
を
た
く
ら

ん
で
い
た（

（（
（

、
と
。
交
渉
失
敗
の
責
任
を
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
転
嫁
し
た
の
で
あ
る
。

　

ム
ゾ
ン
交
渉
の
失
敗
の
原
因
に
つ
い
て
は
様
々
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ツ
ァ
ー
チ
ェ
ク
は
、
教
皇
側
の
文
案
修
正
の
要
求
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
対
す
る
無
法

な
不
意
討
ちÜ

berrum
pelungsversuch

で
あ
り
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
諸
侯
の
協

力
な
し
に
独
り
決
然
と
こ
れ
に
立
ち
向
い
、
帝
国
の
利
害
を
守
り
抜
い
た
と
し
て

そ
の
英
雄
的
な
行
為
を
称
え
た（

（（
（

。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
が
二
十
七
日
の
会
議
の
席
で

沈
黙
を
押
し
通
し
、
二
十
八
日
の
会
議
を
欠
席
し
た
の
は
、
教
皇
の
精
神
的
動
揺

と
罪
悪
感
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
反
教
権
的
な
パ
ト
ス
に
貫
か

れ
た
本
論
文
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
れ
が
執
筆
さ
れ
た
時
代
背
景
を
考
慮
に
い
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
交
渉
失
敗
の
責
任
は
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
と
ギ
ヨ
ー
ム=

ド

=

シ
ャ
ン
ポ
ー
の
陰
謀
に
あ
っ
た
と
し
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
潔
白
を
主
張
し
た
本
論

考
は
、
後
に
ス
ト
ロ
ー
ル
の
研
究
に
も
影
響
を
与
え
た
。
彼
女
も
ま
た
カ
リ
ク
ス
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ト
ゥ
ス
を
定
見
な
き
御
都
合
主
義
者
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る（

（（
（

。
チ
ョ
ド
ロ
ー
は
、

交
渉
が
失
敗
に
お
わ
っ
た
の
は
、
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
が
司
祭
枢
機
卿
ペ
ト
ル
ス=

ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
強
硬
派
の
圧
力
に
屈
し
て
、
皇
帝
が
到
底

容
認
で
き
な
い
提
案
を
し
た
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
交
渉
の
失
敗
を
も
っ

ぱ
ら
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
せ
い
に
し
た
枢
機
卿
ヨ
ハ
ネ
ス
も
強
硬
派
に
属
し
、
ペ
ト
ル

ス=

ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
の
一
味
で
あ
っ
た
と
い
う（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
史

料
的
根
拠
を
欠
い
て
い
る
上
に
、
ヨ
ハ
ネ
ス
の
党
派
的
位
置
づ
け
に
も
問
題
が
残

る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ム
ゾ
ン
交
渉
失
敗
の
原
因
は
、
ハ
ラ
ー
や
シ
ー
フ
ァ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に（

（（
（

、

フ
ラ
ン
ス
王
国
の
慣
習
に
の
っ
と
っ
て
叙
任
権
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
こ
と

に
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
俗
人
叙
任
と
オ
マ
ー
ジ
ュ
は
廃
さ
れ
、
レ
ガ
リ
ア
を
譲

与
さ
れ
た
被
選
司
教
は
忠
誠
誓
約
だ
け
を
王
に
負
っ
た（

（（
（

。
司
教
は
国
王
の
封
臣
と

い
う
よ
り
は
臣
下
で
あ
り
高
級
役
人
で
あ
る
。
彼
の
支
配
権
は
レ
ー
ン
で
は
な
く

官
職
に
由
来
す
る
。
彼
の
職
務
忠
誠
は
し
も
べ
の
忠
誠
で
あ
っ
て
、
本
質
的
に
は

ピ
エ
テ
ー
ト
の
一
部
で
あ
る
。
ピ
エ
テ
ー
ト
関
係
に
支
え
ら
れ
た
司
教
の
服
従
意

識
は
す
で
に
十
一
紀
前
半
の
シ
ャ
ル
ト
ル
司
教
フ
ュ
ル
ベ
ー
ル
に
認
め
ら
れ
る
。

彼
は
ロ
ベ
ー
ル
王
に
宛
て
た
書
簡
の
冒
頭
で
「
忠
実
な
奉
仕
を
担
う
用
意
が
あ
る

フ
ュ
ル
ベ
ー
ル
」「
あ
ら
ゆ
る
忠
実
な
奉
仕
を
負
う
フ
ュ
ル
ベ
ー
ル
」
な
ど
と
述

べ
て
い
る（

（（
（

。
十
二
世
紀
初
頭
に
フ
ル
リ
ー
修
道
士
ユ
ー
グ
が
ヘ
ン
リ
ー
一
世
に
献

呈
し
た
著
書
『
王
権
お
よ
び
祭
司
権
論
』
の
中
で
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
実
情
に
か
な
り
近
い
と
い
っ
て
よ
い（

（（
（

。
王
権
は
祭
司
権
同
様
に
王
で
あ
り

祭
司
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
に
淵
源
す
る
。
し
た
が
っ
て
王
は
神
聖
な
存
在
で
あ
っ
て
、

聖
霊
の
み
ち
び
き
に
よ
っ
て
敬
虔
な
聖
職
者
を
司
教
に
任
命
す
る
権
利
を
も
つ（

（（
（

。

こ
れ
は
フ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
や
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の
思
想
か
ら
著
し
く
か
け
離
れ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
司
教
の
教
皇
権
か
ら
の
独
立
意
識
と
王
へ
の
忠
誠
心
は
、
教

皇
と
い
え
ど
も
こ
れ
を
妨
げ
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
一
方
、
独

立
的
な
諸
侯
権
力
が
簇
生
す
る
ド
イ
ツ
で
は
事
情
は
お
の
ず
と
異
な
っ
て
い
る
。

ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
最
小
限
イ
ギ
リ
ス
的
な
解
決
を
望
ん
で
お
り
、
レ
ガ
リ
ア
給
付
の

見
返
り
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
取
り
つ
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
官
職

と
教
会
領
を
分
離
す
る
考
え
は
す
で
に
一
一
一
一
年
以
来
教
皇
も
こ
れ
を
認
め
て

い
た
が（

（（
（

、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
失
策
は
、
ポ
ン
テ=

マ
ン
モ
ー
ロ
協
定
に
よ
っ
て
司

教
職
の
霊
的
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
指
輪
と
杖
に
よ
る
叙
任
」《investitura 

virgae et anuli

》
ま
で
も
無
理
や
り
教
皇
か
ら
奪
い
取
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で

あ
る
。

　

ム
ゾ
ン
交
渉
の
決
裂
後
、
ラ
ン
ス
教
会
会
議
で
非
常
に
教
訓
的
な
事
件
が
起
き

た
。
十
月
二
十
九
日
に
教
会
会
議
の
カ
ノ
ン
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
シ
モ
ニ
ア
異

端
の
禁
令
に
関
し
て
は
出
席
者
全
員
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
が
、
第
二
条
の
「
俗
人

の
手
に
よ
る
す
べ
て
の
教
会
と
教
会
領
の
叙
任
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
」

《Investituram
 om

nium
 aecclesiarum

 et aecclesiasticarum
 

possessionum
 per m

anum
 laicam

 fieri m
odis om

nibus prohibem
us

》
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五

の
教
令
が
朗
読
さ
れ
る
と
、
俗
人
の
み
な
ら
ず
聖
職
者
の
あ
い
だ
か
ら
も
不
満
の

声
が
あ
が
っ
た
。
彼
ら
は
俗
人
が
昔
か
ら
保
有
し
て
い
る
十
分
の
一
税
と
教
会
ベ

ネ
フ
ィ
ス
を
教
皇
が
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
た
の

で
あ
る（

（（
（

。
夕
刻
に
な
っ
て
も
抗
議
は
や
ま
な
か
っ
た
の
で
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
会

議
を
打
ち
切
り
、
翌
日
に
「
よ
り
聡
明
な
者
た
ち
の
助
言
に
よ
っ
て
」
《saniori 

consilio

》
教
令
を
修
正
し
、
提
案
し
な
お
す
こ
と
に
し
た
。
最
終
日
（
三
十

日
）
に
公
表
さ
れ
た
教
令
は
「
俗
人
の
手
に
よ
る
司
教
職
お
よ
び
大
修
道
院
長
職

の
叙
任
を
禁
止
す
る
」
《Investituram

 episcopatuum
 et abbatiarum

 per 

m
anum

 laicam
 fieri om

nim
odis prohibem

us

》
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。

そ
し
て
一
同
が
こ
の
教
令
に
賛
同
し
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
当
該
教
令
は
次
の
二

点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
俗
人
叙
任
禁
止
の
対
象
か
ら
教
会
領
を
除

く
こ
と
に
よ
っ
て
皇
帝
側
の
権
利
を
認
め
た
こ
と
だ
。
ム
ゾ
ン
で
は
教
皇
側
が
勇

み
足
を
お
か
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
俗
人
叙
任

禁
止
の
対
象
を
上
級
教
会
に
限
り
、
私
有
教
会
に
対
す
る
俗
人
領
主
の
長
年
に
わ

た
る
権
利
を
承
認
し
た（

（（
（

。
こ
う
し
て
ポ
ン
テ=

マ
ン
モ
ー
ロ
協
定
と
ム
ゾ
ン
交
渉

失
敗
の
経
験
を
へ
て
争
点
が
明
確
に
な
り
、
解
決
策
が
絞
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　

カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
一
一
二
〇
年
六
月
に
ロ
ー
マ
に
入
っ
た
。
翌
年
四
月
に
は

対
立
教
皇
マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス
が
ス
ト
リ
で
捕
虜
に
な
り
、
南
伊
の
ラ=

カ
ー
ヴ
ァ

修
道
院
に
幽
閉
さ
れ
た
。
一
一
二
一
年
九
月
二
十
九
日
（
聖
ミ
カ
エ
ル
の
祝
日
）

に
「
全
王
国
の
諸
侯
会
議
」
《conventus tocius regni principum

》
が
皇
帝

の
出
席
の
も
と
に
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
開
幕
し
た
。
討
議
は
一
週
間
つ
づ
い
た
。

皇
帝
は
す
べ
て
の
問
題
が
「
彼
自
身
の
判
断
や
数
名
の
側
近
の
要
求
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
諸
侯
の
決
議
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
こ
と（

（（
（

」
に
同
意
し
た
。
さ
ら

に
「
皇
帝

0

0

と
王
国

0

0

の
あ
い
だ
の
争
い
」
《controversia inter dom

num
 

im
peratorem

 et regnum

》
に
関
し
て
会
議
は
六
項
目
を
確
認
し
た
。
そ
の
う

ち
の
第
一
項
は
「
皇
帝
は
使
徒
座
に
従
順
で
あ
る
こ
と
、
教
会
の
皇
帝
に
対
す
る

異
議
申
立
て
は
諸
侯
の
助
言
と
助
力
に
も
と
づ
い
て
皇
帝
と
教
皇
の
あ
い
だ
で
解

決
さ
れ
る
こ
と
、
確
実
で
永
続
的
な
平
和
が
達
成
さ
る
べ
き
こ
と
、
そ
の
た
め
に

皇
帝
は
彼
自
身
と
王
権
に
属
す
る
も
の
を
所
有
し
、
教
会
と
各
人
は
み
ず
か
ら
の

財
産
を
平
穏
か
つ
平
和
裡
に
所
有
す
る
こ
と（

（（
（

」
を
定
め
た
。
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
は
、

当
会
議
で
「
レ
ガ
リ
ア
と
国
庫
は
王
に
、
教
会
固
有
領
は
教
会
に
（
（（
（

」
帰
属
す
る
こ

と
が
決
議
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
当
会
議
に
お
い
て
皇
帝
と
王
国
が
区
別
さ
れ
、

諸
侯
は
み
ず
か
ら
の
理
解
に
よ
れ
ば
王
国
を
体
現
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
王
国regnum

と
諸
侯principes

の
同
一
視
は
一
一
一
一
年
以
降
に
始
ま
り
、
一
一
一
九
年
す

ぎ
に
一
段
と
進
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。
当
会
議
で
は
ロ
ー
マ
教
皇
と
の
和
平
交

渉
を
す
す
め
る
た
め
に
使
節
の
交
換
が
決
議
さ
れ
た
。

　

一
一
二
二
年
六
月
に
、
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
翌
年
に
ロ
ー
マ
で
開
催
予
定
の
公

会
議
の
召
集
令
状
を
発
送
し
た（

（（
（

。
教
皇
自
身
も
年
内
の
平
和
条
約
締
結
に
は
自
信

を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
八
月
上
旬
に
ラ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
、
サ
ク
ソ
、
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そ
し
て
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
三
名
の
枢
機
卿
使
節
が
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
の
交
渉
の
た
め

に
ド
イ
ツ
に
赴
い
た
。
そ
し
て
九
月
二
十
三
日
に
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
が
成
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
一
〇
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
解
決
策
が
参
考
に
さ
れ
た（

（（
（

。
皇

帝
と
教
皇
は
そ
れ
ぞ
れ
文
書
を
交
換
し
て
互
い
の
権
利
を
確
認
し
た
。
ハ
イ
ン
リ

ヒ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
し
て
「
指
輪
と
杖
に
よ
る
い
っ
さ
い
の
叙
任
権
」

を
放
棄
し
「
教
会
法
上
の
選
挙
と
自
由
な
叙
階
」
を
承
認
し
た
。
ま
た
ロ
ー
マ
教

会
に
「
聖
ペ
ト
ロ
の
財
産
な
ら
び
に
レ
ガ
リ
ア
」
の
返
還
を
約
束
し
、
戦
乱
中
に

奪
わ
れ
た
聖
俗
界
人
の
財
産
を
旧
所
有
権
者
に
返
還
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。
こ

れ
ら
は
す
べ
て
「
諸
侯
の
同
意
と
助
言
に
も
と
づ
い
て
」
取
り
決
め
ら
れ
た
の
で

あ
り
、
聖
俗
界
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
九
名
ず
つ
合
計
十
八
名
の
諸
侯
が
当
文
書
に
署
名

し
た
。
他
方
、
教
皇
文
書
で
は
、
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
ド
イ
ツ
王
国
の
司
教
、
大

修
道
院
長
の
選
挙
が
「
皇
帝
の
面
前
で
」
行
わ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
分
裂
選

挙
が
生
じ
た
と
き
に
は
首
都
大
司
教
と
属
司
教
の
助
言
な
い
し
裁
定
を
ま
っ
て
、

理
非
の
判
断
が
皇
帝
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
被
選
者
は
皇
帝
か
ら
笏
に
よ
っ
て
レ
ガ

リ
ア
を
受
領
し
「
こ
の
こ
と
か
ら
汝
（
皇
帝
）
に
対
し
て
法
的
に
負
っ
て
い
る
義

務
」《quae ex his iure tibi debet

》
を
果
す
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
直
接
的

な
言
及
は
避
け
て
い
る
が
、
こ
れ
が
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
指
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ

る
。
帝
国
の
他
地
域
（
イ
タ
リ
ア
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
）
で
は
叙
階
か
ら
六
か
月
以

内
に
笏
に
よ
る
レ
ガ
リ
ア
の
授
与
が
な
さ
れ
、
受
領
者
は
皇
帝
に
対
し
て
オ
マ
ー

ジ
ュ
の
義
務
を
負
っ
た
。
た
だ
し
「
ロ
ー
マ
教
会
に
属
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
る
す
べ
て
の
も
の
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」。
こ
れ
は
皇
帝
文
書
に
み
ら
れ
る

「
聖
ペ
ト
ロ
の
財
産
な
ら
び
に
レ
ガ
リ
ア
」《possessiones et regalia beati 

Petri

》（
聖
ペ
ト
ロ
世
襲
領
）
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ

ス
が
皇
帝
に
与
え
た
文
書
は
、
文
面
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
の
効
力
は

限
定
的
で
あ
る（

（（
（

。
当
該
文
書
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
個
人
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
皇
位
継

承
者
へ
の
言
及
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
の
死
に
よ
っ
て
協
約
文

書
は
失
効
す
る
。
し
か
し
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
は
叙
任
権
の
放
棄
が
「
教
会
の
恒
久
法

perpetuum
 jus

と
し
て
」
ま
た
「
王
国
の
名
誉
を
保
持
す
る
た
め
に
」
な
さ
れ

た
と
述
べ
て
お
り（

（（
（

、
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
の
永
続
的
性
格
を
示
唆
し
て
い
る
。
ハ
イ

ン
リ
ヒ
五
世
の
後
継
者
ザ
ク
セ
ン
公
ロ
ー
タ
ル
も
自
身
が
協
約
に
拘
束
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
に
よ
っ
て
ひ
と
ま
ず
和
平
が
達

成
さ
れ
た
。
レ
ガ
リ
ア
授
与
の
見
返
り
に
忠
誠
誓
約
と
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
皇
帝
に
負

う
高
位
聖
職
者
の
主
従
関
係
を
、
レ
ー
ン
法
的
に
解
釈
す
る
み
ち
が
こ
こ
に
開
か

れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
十
二
月
十
三
日
に
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
和
平
達
成
の
喜
び
と
祝

福
を
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
伝
え
、
聖
ペ
ト
ロ
の
レ
ガ
リ
ア
返
還
を
協
議
す
べ
く
使
節
の

派
遣
を
要
請
し
た（

（（
（

。

　

年
が
明
け
て
一
一
二
三
年
三
月
に
ロ
ー
マ
で
公
会
議
が
開
催
さ
れ
た（

（（
（

。
教
皇
に

よ
っ
て
召
集
さ
れ
、
し
か
も
西
欧
で
開
催
さ
れ
た
公
会
議
は
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会

議
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。
会
議
は
三
月
十
八
日
に
開
幕
し
、
二
十
七
日
ま
で
つ
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づ
い
た
。
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
に
よ
る
と
出
席
し
た
司
教
は
三
百
人
を
越
え
た
と
い
う（

（（
（

。

当
会
議
で
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
が
承
認
さ
れ
た
。
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
ス
ベ
ル
ク
の
ゲ
ル

ホ
ー
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
司
教
が
王
の
面
前
で
選
出
さ
れ
、
被
選
司
教

は
王
笏
に
よ
っ
て
レ
ガ
リ
ア
を
授
与
さ
れ
る
と
い
う
く
だ
り
が
朗
読
さ
れ
る
と
、

多
く
の
参
列
者
が
「
不
賛
成
、
不
賛
成
」《non placet, non placet

》
を
連
呼

し
て
議
場
は
一
時
混
乱
し
た
と
い
う
。
教
皇
が
和
平
達
成
の
た
め
に
は
や
む
を
得

な
い
手
立
て
で
あ
っ
た
と
説
明
し
て
、
よ
う
や
く
強
硬
派
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た（
（（
（

。
し
か
し
協
約
の
反
対
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
と
い
う
事
実
は
、
七
年
後

の
シ
ス
マ
を
考
え
る
と
き
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
当
会
議
で

決
議
さ
れ
た
十
七
条
の
カ
ノ
ン
の
中
に
は
以
前
の
教
会
会
議
で
制
定
さ
れ
た
も
の

が
少
な
く
な
い
。
最
も
注
目
す
べ
き
教
令
は
在
俗
・
律
修
両
教
会
に
お
い
て
司
教

権
の
優
位
と
司
教
の
司
牧
責
任
を
定
め
た
第
四
条
と
第
十
六
条
の
規
定
で
あ
ろ
う
。

第
四
条
は
「
大
助
祭
、
大
司
祭
、
聖
堂
参
事
会
長
、
司
祭
長
は
司
牧
な
ら
び
に
教

会
の
聖
職
禄
を
司
教
の
判
断
と
同
意
な
し
に
第
三
者
に
ゆ
だ
ね
て
は
な
ら
な
い（

（（
（

」

と
述
べ
、
司
牧
と
教
会
財
の
管
理
権
が
司
教
の
判
断
と
権
力
の
う
ち
に
あ
る
と
定

め
た
。
第
十
六
条
は
、
修
道
士
は
謙
遜
の
心
を
も
っ
て
教
区
司
教
に
服
従
す
べ
き

で
あ
る
と
言
い
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。「
修
道
士
は
何
処
に
お
い
て
も
公
誦

ミ
サ
を
司
式
し
て
は
な
ら
な
い
。
修
道
士
は
病
人
を
見
舞
っ
た
り
、
終
油
や
悔
悛

の
秘
跡
を
授
け
て
は
な
ら
ぬ
。
修
道
士
の
管
理
が
認
め
ら
れ
て
い
る
教
会
で
は
、

修
道
士
は
教
区
司
教
が
遣
わ
し
た
司
祭
だ
け
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
司
祭

は
引
き
受
け
た
司
牧
に
つ
い
て
は
司
教
に
責
任
を
負
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い（

（（
（

」。

第
四
条
と
第
十
六
条
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
在
俗
・
律
修
両
教
会
に
お
け
る
司

教
権
の
優
位
と
司
教
の
司
牧
責
任
を
強
調
し
て
お
り
、
今
後
の
改
革
の
方
向
を
鮮

明
に
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
で
は
十
七
条
の
教
令
の
ほ
か
に
五
つ
の
カ
ノ
ン
が
制
定

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
う
ち
カ
ノ
ン
第
十
八
条
と
第
十
九
条
が
注
目

さ
れ
る
。「
小
教
区
教
会
に
お
い
て
は
司
祭
は
司
教
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
司
祭
は
司
牧
と
司
教
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
司
教
に
責
任
を
負

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
司
祭
は
司
教
の
同
意
な
し
に
俗
人
か
ら
十
分
の
一
税
と
教
会

を
受
け
取
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
さ
も
な
い
と
教
会
罰
を
科
せ
ら
れ
よ
う（

（（
（

」（
第
十
八

条
）。「
修
道
院
と
そ
の
教
会
が
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の
と
き
か
ら
現
在
に
い
た
る

ま
で
司
教
に
行
っ
て
き
た
奉
仕
を
我
々
も
ま
た
了
承
す
る
。[

司
教]

教
会
お
よ

び
司
教
の
所
有
地
を
修
道
院
長
も
し
く
は
修
道
士
が
三
十
年
間[

の
占
有]

に

よ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
を
全
面
的
に
禁
止
す
る（

（（
（

」（
第
十
九
条
）。
第
十
八
条
は
小

教
区
教
会
と
司
祭
に
対
す
る
司
教
の
統
制
強
化
を
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
第

十
九
条
は
修
道
士
の
教
区
司
教
へ
の
従
属
を
規
定
し
、
司
教
お
よ
び
司
教
教
会
の

所
有
地
に
つ
い
て
三
十
年
間
の
占
有
に
よ
る
取
得
時
効
を
禁
じ
て
い
る
。
修
道
士

に
よ
る
司
教
財
産
の
蚕
食
を
警
戒
し
た
カ
ノ
ン
で
あ
る
。
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
末
端
へ

の
教
皇
権
の
浸
透
は
教
区
司
教
権
の
確
立
な
し
に
は
実
現
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
制
に
対
す
る
司
教
の
攻
勢
に
つ
い
て
は
以
前
に
論
じ
た
の
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八

で
詳
述
を
控
え
る
が（

（（
（

、
ラ
ン
ス
教
会
会
議
で
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
免
属
特
権
が
非
難
、

攻
撃
の
ま
と
に
な
っ
た
。
リ
ヨ
ン
大
司
教
フ
ン
バ
ル
ド
ゥ
ス
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修

道
院
長
が
マ
コ
ン
司
教
の
所
有
権
下
に
あ
る
小
教
区
教
会
や
十
分
の
一
税
を
奪
い
、

司
教
に
対
す
る
服
従
義
務
に
違
反
し
た
と
い
う
理
由
で
ポ
ン
ス
を
訴
え
た
の
で
あ

る
（
十
月
二
十
七
日（

（（
（

）。
翌
日
、
枢
機
卿
ク
レ
ー
マ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
が
ク
リ
ュ
ニ
ー

は
「
聖
性
の
模
範
」
で
あ
り
、
教
皇
直
属
の
修
道
院
で
あ
る
と
弁
護
し
て
ひ
と
ま

ず
ク
リ
ュ
ニ
ー
へ
の
批
判
を
か
わ
し
た
が
、
こ
れ
以
後
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
司
教
は

あ
か
ら
さ
ま
に
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
敵
対
的
な
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
と
オ
ル
デ

リ
ッ
ク=

ヴ
ィ
タ
ー
リ
ス
は
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
自
身
も
ク
リ
ュ

ニ
ー
に
さ
し
て
同
情
的
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
教
皇
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
発
給

し
た
免
属
特
許
状
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
ウ
ル
バ
ヌ
ス
二
世
は
叙
階
や
聖
別
の

た
め
に
自
由
に
司
教
を
選
ぶ
特
権
を
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
そ
の
支
院
に
与
え
た
が（

（（
（

、
カ

リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
の
一
一
二
〇
年
二
月
二
十
二
日
付
け
の
特
許
状
は
こ
の
特
権
を
ク

リ
ュ
ニ
ー
本
院
だ
け
に
限
定
し
て
免
属
特
権
の
縮
小
化
を
は
か
っ
て
い
る（

（（
（

。
ポ
ン

ス
は
一
一
二
二
年
に
修
道
院
長
を
辞
任
し
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
向
け
て
旅
立
っ
た
。

帰
国
後
、
修
道
院
長
復
帰
を
く
わ
だ
て
た
と
い
う
理
由
で
ホ
ノ
リ
ウ
ス
二
世
に

よ
っ
て
破
門
さ
れ
、
ロ
ー
マ
で
獄
死
し
て
い
る
（
一
一
二
六
年
十
二
月（

（（
（

）。
ラ
テ

ラ
ノ
公
会
議
で
は
モ
ン
テ
カ
ッ
シ
ー
ノ
修
道
院
長
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
理

由
で
司
教
団
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た（

（（
（

。
同
院
修
道
士
が
教
会
、
ヴ
ィ
ラ
、
城
塞
、

十
分
の
一
税
、
供
物
、
埋
葬
権
な
ど
を
無
断
で
所
有
し
て
い
る
と
し
て
在
俗
聖
職

者
の
非
難
を
浴
び
た
の
で
あ
る
。
修
道
院
長
オ
デ
リ
シ
ウ
ス
は
一
一
二
六
年
三
月

に
教
皇
ホ
ノ
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ
た
。
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
直
後
に
、
西

欧
の
二
大
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
の
院
長
が
あ
い
つ
い
で
獄
死
な
い
し
失
脚
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
免
属
特
権
に
否
定
的
な
教
区
司
教
権
強
化
の
動
き
と
無

関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

　

カ
ノ
ン
第
十
七
条
は
、
南
伊
の
ノ
ル
マ
ン
人
騎
士
の
北
上
に
よ
っ
て
教
皇
領
ベ

ネ
ヴ
ェ
ン
ト
が
脅
威
に
直
面
し
て
い
る
と
訴
え
た
。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
一
一
二

一
年
九
月
に
カ
ラ
ー
ブ
リ
ア
を
訪
れ
て
シ
チ
リ
ア
伯
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
に
ア
プ
ー
リ

ア
侵
略
を
や
め
る
よ
う
に
警
告
し
て
い
た
。
教
皇
の
カ
ラ
ー
ブ
リ
ア
訪
問
は
対
ノ

ル
マ
ン
人
政
策
の
転
機
を
な
し
て
お
り
、
皇
帝
と
の
和
平
交
渉
を
急
が
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
の
枢
機
卿
政
策
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た（

（（
（

。

教
皇
は
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
閉
幕
直
後
の
三
月
末
に
新
た
に
十
四
名
の
枢
機
卿
を
任

命
し
て
い
る
。
枢
機
卿
の
大
多
数
は
北
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
出
身
者
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
と
の
同
盟
を
重
視
す
る
ロ
ー
マ
、
南
伊

出
身
の
枢
機
卿
を
牽
制
す
る
人
事
政
策
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
最
重
要
人
物

は
サ
ン
タ=

マ
リ
ア=

ヌ
オ
ー
ヴ
ァ
の
助
祭
枢
機
卿
に
任
命
さ
れ
た
ハ
イ
メ
リ

ク
ス
で
あ
る
。
就
任
直
後
に
尚
書
院
長
の
要
職
に
起
用
さ
れ
た（

（（
（

。
彼
は
以
後
の
教

皇
選
挙
、
教
会
政
策
に
絶
大
な
影
響
力
を
行
使
し
、
教
皇
庁
の
キ
ー
マ
ン
に
な
る
。

　

カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
一
一
二
四
年
十
二
月
十
三
日
に
死
去
し
た
。
そ
の
二
日
後

に
ペ
ト
ル
ス=

ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
の
腹
心
で
あ
る
助
祭
枢
機
卿
ヨ
ナ
タ
ス
の
提



教
皇
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関
口

九

議
に
も
と
づ
い
て
サ
ン
タ=

ア
ナ
ス
タ
ー
ジ
ア
の
司
祭
枢
機
卿
テ
オ
バ
ル
ド
ゥ

ス=

ブ
ッ
カ
ペ
ク
ス
が
教
皇
に
選
出
さ
れ
た
。
テ
オ
バ
ル
ド
ゥ
ス
は
パ
ス
カ
リ

ス
二
世
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
古
参
の
枢
機
卿
で
あ
り
、
ペ
ト
ル
ス=

ピ
エ
ル

レ
オ
ー
ニ
に
支
持
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
ケ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
二
世
を
名

乗
っ
て
い
る
。
就
任
式
典
は
ラ
テ
ラ
ノ
聖
堂
近
傍
の
聖
パ
ン
ク
ラ
テ
ィ
ウ
ス
教
会

で
挙
行
さ
れ
た
。
テ
オ
バ
ル
ド
ゥ
ス
が
緋
の
マ
ン
ト
を
ま
と
い
、
一
同
が
テ=

デ
ウ
ム
の
賛
歌
を
誦
え
て
い
た
と
き
に
、
ハ
イ
メ
リ
ク
ス
と
示
し
合
わ
せ
た
ロ
ベ

ル
ト=

フ
ラ
ン
ジ
パ
ー
ニ
の
率
い
る
一
隊
が
乱
入
し
て
式
典
を
中
断
さ
せ
、
テ

オ
バ
ル
ド
ゥ
ス
に
代
え
て
オ
ス
テ
ィ
ア
の
司
教
枢
機
卿
ラ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
を
教
皇

位
に
つ
け
た（

（（
（

。
ホ
ノ
リ
ウ
ス
二
世
が
こ
れ
で
あ
る
。
負
傷
し
た
テ
オ
バ
ル
ド
ゥ
ス

は
身
を
引
く
こ
と
を
表
明
し
た
。
ハ
イ
メ
リ
ク
ス
の
一
派
は
金
銭
や
役
職
の
提
供

な
ど
様
々
な
方
法
を
用
い
て
対
立
派
を
懐
柔
し
、
よ
う
や
く
十
二
月
二
十
一
日
に

ホ
ノ
リ
ウ
ス
二
世
の
教
皇
就
任
が
実
現
し
た
。

二
　
一
一
三
〇
年
の
シ
ス
マ

　

ラ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
ロ
マ
ー
ニ
ャ
地
方
の
イ
ー
モ
ラ
近
郷
の
出
身
で
あ
る
。
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
教
会
の
大
助
祭
を
へ
て
パ
ス
カ
リ
ス
二
世
に
よ
っ
て
枢
機
卿
に
任
命
さ

れ
た
（
名
義
聖
堂
と
就
任
年
は
不
詳
）。
一
一
一
七
年
に
オ
ス
テ
ィ
ア
の
司
教
枢

機
卿
に
昇
級
し
た（

（（
（

。
ラ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
の
締
結
に
た
ず
さ

わ
っ
た
教
皇
特
使
の
一
人
で
あ
る
。
教
皇
に
就
任
す
る
と
引
き
続
き
ハ
イ
メ
リ
ク

ス
を
尚
書
院
長
に
留
任
さ
せ
て
存
分
に
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
せ
た
。
彼
は
カ
リ
ク

ス
ト
ゥ
ス
二
世
の
教
会
政
策
を
う
け
つ
ぎ
、
新
興
の
シ
ト
ー
修
道
会
は
も
と
よ
り

律
修
聖
職
者
教
団
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
派
修
道
参
事
会
、
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
）

を
優
遇
し
た
（
一
一
二
六
年
に
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
の
認
可
）。
一
一
二
八
年
一
月

に
ユ
ー
グ=

ド=

パ
イ
ア
ン
を
は
じ
め
数
名
の
騎
士
が
出
席
し
た
ト
ロ
ワ
教
会

会
議
に
お
い
て
神
殿
騎
士
団
の
会
則
を
認
可
し
た
の
は
教
皇
代
理
の
ア
ル
バ
ー
ノ

の
司
教
枢
機
卿
マ
タ
エ
ウ
ス
で
あ
る（

（（
（

。
会
則
は
お
も
に
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の

会
則
か
ら
成
る
が
、
そ
の
作
成
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
は
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修

道
院
長
ベ
ル
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
ホ
ノ
リ
ウ
ス
は
五
年
三
か
月
の
任
期
中
に
十
三

名
の
枢
機
卿
を
任
命
し
た（

（（
（

。
こ
の
う
ち
出
身
地
が
判
明
す
る
の
は
六
名
で
あ
る
。

全
員
が
ロ
ー
マ
以
北
の
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
か
ら
任
用
さ
れ
て
お
り
、
南

イ
タ
リ
ア
の
出
身
者
や
モ
ン
テ
カ
ッ
シ
ー
ノ
修
道
士
は
い
な
い
。
明
ら
か
に
南
伊

の
ノ
ル
マ
ン
人
と
の
対
抗
を
意
識
し
た
枢
機
卿
政
策
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ホ
ノ
リ
ウ
ス
期
に
は
南
イ
タ
リ
ア
の
勢
力
地
図
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。

一
一
二
七
年
七
月
に
ア
プ
ー
リ
ア
公
グ
リ
エ
ル
モ
（
ロ
ベ
ル
ト=

グ
ィ
ス
カ
ル

ド
の
孫
）
が
嗣
子
を
残
さ
ず
に
世
を
去
る
と
、
シ
チ
リ
ア
伯
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
は
す

か
さ
ず
相
続
権
を
主
張
し
、
ア
プ
ー
リ
ア
公
を
僣
称
し
た
。
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
の
勢

力
拡
大
を
恐
れ
た
ホ
ノ
リ
ウ
ス
は
彼
を
破
門
し
、
ア
プ
ー
リ
ア
に
赴
い
て
反
ル
ッ

ジ
ェ
ー
ロ
同
盟
の
結
成
を
呼
び
か
け
た
が
空
振
り
に
お
わ
っ
た
。
教
皇
は
や
む
な



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
三
巻
第
一
号

一
〇

く
「
聖
ペ
ト
ロ
の
敵
」
に
ア
プ
ー
リ
ア
公
領
を
授
封
し
、
彼
の
公
位
を
承
認
し
た

の
で
あ
る
（
一
一
二
八
年
八
月
）。
ア
ル
タ
ヴ
ィ
ッ
ラ
家
は
ロ
ー
マ
最
大
の
金
融

業
者
ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
家
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
の
家
臣
が

ロ
ー
マ
に
滞
在
し
た
と
き
に
彼
ら
を
保
護
し
た
の
は
ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
家
で
あ
っ

た
し
、
ロ
ー
マ
の
政
治
情
勢
は
ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
家
を
通
じ
て
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
に

い
ち
早
く
伝
え
ら
れ
た（

（（
（

。
両
家
の
親
密
ぶ
り
を
示
す
の
は
、
公
位
就
任
か
ら
二
年

後
に
ペ
ト
ル
ス=

ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
（
教
皇
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
二
世
）
に
支
持

さ
れ
て
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
が
王
位
に
つ
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
南
イ
タ
リ
ア
に
は
ア

ル
カ
イ
ッ
ク
な
伝
統
が
根
を
下
ろ
し
て
お
り
、
モ
ン
テ
カ
ッ
シ
ー
ノ
、
ラ=

カ
ー

ヴ
ァ
、
サ
ン
タ=

エ
ウ
フ
ェ
ー
ミ
ア
な
ど
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
が
今
な
お

根
強
い
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
と
の
同
盟
強
化
は
必
然
的
に
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
制
の
利
害
を
重
視
す
る
立
場
に
身
を
お
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

は
古
い
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
の
立
場
で
あ
り
、
ホ
ノ
リ
ウ
ス
の
改
革
理
念
と
は
相
容
れ

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ホ
ノ
リ
ウ
ス
二
世
が
世
を
去
っ
た
の
は
一
一
三
〇
年
二
月
十
三
日
の
深
夜
か
十

四
日
の
早
朝
で
あ
る
。
遺
骸
が
サ
ン=

グ
レ
ゴ
リ
オ
修
道
院
に
埋
葬
さ
れ
た
直

後
に
、
ハ
イ
メ
リ
ク
ス
は
一
味
の
枢
機
卿
を
フ
ラ
ン
ジ
パ
ー
ニ
家
が
所
有
す
る
サ

ン=

タ
ド
リ
ア
ー
ノ
教
会
に
集
め
、
新
教
皇
に
サ
ン=

タ
ン
ジ
ェ
ロ
の
助
祭
枢

機
卿
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
選
出
し
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
二
世
が
こ
れ
で
あ
る
。

教
皇
選
出
の
報
が
伝
え
ら
れ
る
と
対
立
派
の
枢
機
卿
は
サ
ン=

マ
ル
コ
教
会
に

つ
ど
い
、
サ
ン
タ=

マ
リ
ア=

イ
ン=

ト
ラ
ス
テ
ー
ヴ
ェ
レ
の
司
祭
枢
機
卿
ペ

ト
ル
ス=

ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
を
新
教
皇
に
選
出
し
た
。
彼
は
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス

二
世
を
名
乗
っ
た
。
十
四
日
の
午
前
中
に
わ
ず
か
な
時
間
差
を
お
い
て
二
人
の
教

皇
が
あ
い
つ
い
で
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
月
二
十
三
日（
四
旬
節
第
二
主
日
）

に
、
前
者
は
オ
ス
テ
ィ
ア
の
司
教
枢
機
卿
ヨ
ハ
ネ
ス
に
よ
っ
て
ハ
イ
メ
リ
ク
ス
の

助
祭
聖
堂
サ
ン
タ=

マ
リ
ア=

ヌ
オ
ー
ヴ
ァ
で
、
ま
た
後
者
は
ポ
ル
ト
の
司
教

枢
機
卿
ペ
ト
ル
ス
に
よ
っ
て
サ
ン=

ピ
エ
ト
ロ
聖
堂
で
そ
れ
ぞ
れ
叙
階
さ
れ
た
。

枢
機
卿
総
数
四
十
二
名
の
う
ち
二
十
二
名
が
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
を
、
二
十
名
が
イ

ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
支
持
し
た
。
シ
ス
マ
の
勃
発
で
あ
る（

（（
（

。
両
派
と
も
に
ニ
コ

ラ
ウ
ス
二
世
が
定
め
た
教
皇
選
挙
規
定
に
よ
っ
て
自
派
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。

周
知
の
よ
う
に
こ
れ
に
は
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に

普
及
し
て
い
た
教
皇
版
テ
キ
ス
ト
と
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
に
流
布
し
て
い
た
帝

国
版
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
前
者
は
教
皇
選
挙
人
を
司
教
枢
機
卿
の
み
に
限
定
し
た

の
に
対
し
て
、
後
者
は
枢
機
卿
全
員
を
教
皇
選
挙
の
有
資
格
者
と
み
な
し
た
。
無

論
教
皇
版
テ
キ
ス
ト
が
正
版
で
あ
る
が
、
運
用
面
か
ら
み
る
と
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
二
世

の
選
挙
以
来
、
司
教
枢
機
卿
の
み
の
選
挙
方
式
は
す
で
に
失
効
し
て
い
た
と
い
っ

て
よ
い
。
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
の
教
会
法
学
者
の
中
に
も
帝
国
版
テ
キ
ス
ト
の
支
持
者

が
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
派
に
よ
れ
ば
、
七
名
の
い
わ
ゆ
る「
良

識
派
」（sanior pars

）
を
代
表
す
る
司
教
枢
機
卿
の
う
ち
五
名
が
推
薦
し
た
候
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補
が
正
統
教
皇
で
あ
り
、
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
派
に
よ
れ
ば
、「
多
数
派
」（m

aior 

pars

）
が
支
持
し
た
候
補
が
真
の
教
皇
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
の
危
機
に

直
面
し
た
と
き
に
形
式
的
な
正
義
を
論
じ
て
も
た
い
し
て
意
味
が
な
い
。
両
派
の

勢
力
は
伯
仲
し
て
お
り
、
い
ず
れ
が
正
統
教
皇
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
ど
ち
ら
が
西
欧
諸
国
の
王
侯
と
教
会
の
支
持
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
に
か
か
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

一
一
三
〇
年
の
シ
ス
マ
の
研
究
に
新
た
な
視
点
を
打
ち
出
し
た
の
は
ク
レ
ー

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
「
改
革
教
皇
権
の
終
焉
」（
一
九
三
九
年
）
と
題
す
る
論
文
で
あ
る（

（（
（

。

彼
は
枢
機
卿
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
プ
ロ
ゾ
ポ
グ
ラ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
な
研
究
を
す
す

め
、
枢
機
卿
の
出
身
地
、
教
会
職
歴
、
各
種
教
団
と
の
関
係
、
枢
機
卿
昇
格
の
時

期
な
ど
を
詳
細
に
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
枢
機
卿
団
内
部
に
改
革
理
念
を
異
に

す
る
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
つ
き
と
め
、
こ
の
枢
機
卿
二
党
派
の
形
成
こ
そ

が
シ
ス
マ
の
直
接
の
原
因
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け
継
い

だ
の
が
シ
ュ
マ
ー
レ
の
大
学
教
授
資
格
論
文
『
一
一
三
〇
年
の
シ
ス
マ
に
つ
い
て

の
研
究
』（
一
九
六
一
年
）
で
あ
る（

（（
（

。
彼
は
ク
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
研
究
を
深
化
さ
せ
、

枢
機
卿
団
内
部
の
二
つ
の
党
派
の
形
成
を
地
方
教
会
の
改
革
の
動
き
と
関
連
さ
せ

な
が
ら
論
じ
、
シ
ス
マ
を
教
会
史
全
体
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

ク
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
シ
ュ
マ
ー
レ
説
に
対
し
て
は
、
そ
の
後
ク
ラ
ッ
セ
ン
、
マ
レ

ツ
ェ
ク
、
ロ
イ
タ
ー
な
ど
の
批
判
が
あ
い
つ
い
だ（

（（
（

。
ク
ラ
ッ
セ
ン
は
、
イ
ン
ノ
ケ

ン
テ
ィ
ウ
ス
派
の
サ
ビ
ー
ナ
の
司
教
枢
機
卿
コ
ン
ラ
ド
ゥ
ス
（
後
の
教
皇
ア
ナ
ス

タ
シ
ウ
ス
四
世
）
が
、
サ
ン=

リ
ュ
フ
の
律
修
参
事
会
員
で
な
い
こ
と
を
論
証

し
て
シ
ュ
マ
ー
レ
説
を
部
分
的
に
修
正
し
た
。
し
か
し
、
マ
レ
ツ
ェ
ク
や
ロ
イ

タ
ー
に
な
る
と
枢
機
卿
団
内
部
の
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
そ
の
も
の
を
否

定
し
て
、
む
し
ろ
感
情
的
・
心
理
的
対
立
を
重
視
し
て
い
る
。
両
人
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
そ
の
結
論
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
私
は
先
の
論
文
で
指
摘
し
た（

（（
（

。
枢
機
卿

の
プ
ロ
ゾ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
つ
い
て
私
が
以
前
に
作
成
し
た
一
覧
表
を
も
と
に
両

派
枢
機
卿
の
特
徴
に
つ
い
て
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い（

（（
（

。

　

ま
ず
両
派
枢
機
卿
を
比
較
す
る
と
き
に
目
に
つ
く
の
は
世
代
の
差
で
あ
る
。
ア

ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
を
支
持
し
た
枢
機
卿
の
過
半
数
（
十
二
名
）
が
パ
ス
カ
リ
ス
二
世

に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
支
持
し
た
枢
機

卿
の
四
分
の
三
（
十
五
名
）
は
カ
リ
ク
ト
ゥ
ス
二
世
、
ホ
ノ
リ
ウ
ス
二
世
に
よ
っ

て
任
命
さ
れ
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
派
の
三
名
の
枢
機
卿
（
司
教
枢
機
卿
コ

ン
ラ
ド
ゥ
ス
、
司
祭
枢
機
卿
ヨ
ハ
ネ
ス
、
助
祭
枢
機
卿
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
）
は
パ
ス

カ
リ
ス
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
が
、
彼
ら
は
す
べ
て
ポ
ン
テ=

マ
ン
モ
ー
ロ
協

定
以
降
に
枢
機
卿
に
昇
任
し
た
。
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
派
の
ポ
ル
ト
の
司
教
枢
機
卿

ペ
ト
ル
ス
が
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
派
枢
機
卿
を
新
参
者novitii

と
呼
ん
で

さ
げ
す
ん
だ
理
由
が
こ
こ
に
あ
る（

（（
（

。
聖
職
歴
や
交
友
関
係
に
つ
い
て
も
両
派
の
ち

が
い
が
認
め
ら
れ
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
派
枢
機
卿
へ
の
律

修
参
事
会
の
影
響
を
重
視
し
た
が
、
こ
れ
は
後
に
ク
ラ
ッ
セ
ン
、
マ
レ
ツ
ェ
ク
の

批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
確
実
に
律
修
参
事
会
の
出
身
者
と
い
え
る
の
は
、
サ
ン=
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フ
レ
デ
ィ
ア
ー
ノ
（
ル
ッ
カ
）
の
律
修
参
事
会
員
ゲ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
（
後
の
教
皇
ル

キ
ウ
ス
二
世
）
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
派
枢
機
卿
に
は

新
教
団
お
よ
び
そ
の
指
導
者
と
親
密
な
関
係
を
も
つ
者
が
少
な
く
な
い
。
ハ
イ
メ

リ
ク
ス
、
グ
イ
ド
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
（
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
）
は
サ
ン=

フ
レ
デ
ィ
ア
ー
ノ
教
団
や
律
修
参
事
会
員
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
ス
ベ
ル
ク
の
ゲ
ル
ホ
ー
と

親
交
が
あ
り
、
と
く
に
ハ
イ
メ
リ
ク
ス
は
シ
ト
ー
会
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
と
昵
懇
の
間

柄
で
あ
っ
た
。
グ
イ
ド
（
後
の
教
皇
ケ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
二
世
）
は
ア
ベ
ラ
ー
ル
の

弟
子
で
あ
り
、
枢
機
卿
と
し
て
は
最
初
の
マ
ギ
ス
テ
ル
で
あ
る
。
総
じ
て
イ
ン
ノ

ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
派
枢
機
卿
は
時
勢
の
動
き
に
敏
感
で
あ
り
、
よ
り
開
放
的
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
出
身
地
に
つ
い
て
も
傾
向
性
は
認
め
ら
れ
る
。
ロ
ー
マ
出
身
者

は
両
陣
営
に
い
る
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
派
に
は
北
伊
、
フ
ラ
ン
ス
の
出
身
者

が
比
較
的
多
い
が
、
出
身
地
が
判
明
す
る
枢
機
卿
の
中
に
南
伊
出
身
者
は
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
派
枢
機
卿
に
は
北
伊（
二
名
）
と
フ
ラ
ン
ス（
一

名
）
の
出
身
者
も
い
る
が
、
大
多
数
は
教
皇
世
襲
領
の
南
部
お
よ
び
南
イ
タ
リ
ア

の
出
身
者
で
あ
る
（
ア
ナ
ー
ニ
二
名
、
カ
ー
プ
ア
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
ノ
、
サ
ン
グ
ロ
、

サ
レ
ル
ノ
各
一
名
）。
モ
ン
テ
カ
ッ
シ
ー
ノ
修
道
士
が
二
名
（
司
祭
枢
機
卿
ペ
ト

ル
ス=

ピ
サ
ヌ
ス
、
助
祭
枢
機
卿
オ
デ
リ
シ
ウ
ス
）
い
る
の
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

彼
ら
は
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
後
の
皇
帝
と
の
協
力
関
係
よ
り
も
、
む
し
ろ
ノ
ル
マ
ン

人
と
の
伝
統
的
な
友
誼
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

　

両
枢
機
卿
グ
ル
ー
プ
の
比
較
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
次
の
点
が
問
題
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
ロ
ー
マ
き
っ
て
の
大
富
豪
ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
家
の
出

身
で
あ
る
。
財
閥
の
富
と
傭
兵
が
様
々
な
憶
測
と
疑
惑
を
生
ん
だ
。『
教
皇
列
伝
』

に
お
け
る
ボ
ソ
の
指
摘
は
あ
な
が
ち
的
外
れ
と
は
言
え
ま
い
。「
ペ
ト
ル
ス=

ピ

エ
ル
レ
オ
ー
ニ
は
多
数
者
を
分
裂
さ
せ
、
少
数
者
を
圧
迫
し
な
が
ら
金
銭
づ
く
の

都
市
の
大
半
を
買
収
し
よ
う
と
努
め
た
。
民
衆
は
ペ
ト
ル
ス
に
堅
く
結
び
つ
い
て

い
た
の
で
、
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て
は
フ
ラ
ン
ジ
パ
ー
ニ
家
と
コ

ル
シ
家
の
要
塞
以
外
に
ロ
ー
マ
で
安
全
な
場
所
は
な
か
っ
た（

（（
（

」
と
。
ペ
ト
ル
ス
の

枢
機
卿
昇
任
と
昇
級
が
彼
の
才
能
だ
け
で
は
な
く
、
ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
家
の
教
皇

庁
へ
の
財
政
支
援
に
対
す
る
パ
ス
カ
リ
ス
二
世
、
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
の
謝
意

に
も
負
っ
て
い
た
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
一
族
の
財
力
が
ペ
ト
ル
ス

の
ロ
ー
マ
掌
握
に
寄
与
し
た
こ
と
を
『
教
皇
列
伝
』
は
示
唆
し
て
い
る
。
シ
ス
マ

の
勃
発
当
初
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
支
持
し
た
ロ
ー
マ
貴
族
レ
オ=

フ
ラ
ン

ジ
パ
ー
ニ
も
、
三
週
間
後
に
は
ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
家
に
買
収
さ
れ
て
ア
ナ
ク
レ

ト
ゥ
ス
陣
営
に
寝
返
っ
た（

（（
（

。
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
都
市
ロ
ー
マ
の
制
圧
に
執
心
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
二
重
選
挙
か
ら
一
か
月
後
に
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
ロ
ー
マ
の

ほ
ぼ
全
域
を
掌
中
に
収
め
た
。
五
月
十
五
日
付
け
の
ロ
ー
タ
ル
三
世
宛
書
簡
で
は
、

枢
機
卿
や
近
隣
司
教
の
支
持
を
得
た
の
み
な
ら
ず
、
ロ
ー
マ
の
す
べ
て
の
聖
職
者

の
支
持
を
も
取
り
付
け
た
う
え
に
、
俗
人
有
力
者
レ
オ=

フ
ラ
ン
ジ
パ
ー
ニ
、

ロ
ー
マ
都
督
フ
ー
ゴ
を
は
じ
め
「
ロ
ー
マ
の
す
べ
て
の
貴
族
お
よ
び
民
衆
」

《nobiles om
nes et plebs om

nis Rom
ane

》
の
支
持
を
も
確
保
し
た
こ
と
、
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三
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口

一
三

サ
ン=

ピ
エ
ト
ロ
聖
堂
、
ラ
テ
ラ
ノ
聖
堂
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
の
要
塞
を
こ
と
ご

と
く
支
配
下
に
お
い
た
こ
と
を
自
信
に
満
ち
て
報
告
し
て
い
る（

（（
（

。
イ
ン
ノ
ケ
ン

テ
ィ
ウ
ス
は
枢
機
卿
の
み
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
最
初
の
教
皇
で
あ
っ
た
が（

（（
（

、
ア

ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
の
選
出
に
は
ロ
ー
マ
の
下
級
聖
職
者
、
貴
族
お
よ
び
民
衆
が
多
数

参
加
し
た（

（（
（

。
こ
の
点
に
も
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
派
の
保
守
的
体
質
が
み
ら
れ
よ
う
。

ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
ロ
ー
マ
の
掌
握
が
正
統
性
の
要
求
に
欠
か
せ
な
い
要
件
で
あ

る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
シ
ン
メ
ル
フ
ェ
ン
ニ
ヒ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

十
二
世
紀
に
は
教
皇
権
と
ロ
ー
マ
の
乖
離
が
す
す
み
、
ロ
ー
マ
の
支
配
が
必
ず
し

も
正
統
性
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た（

（（
（

。
説
得
と
宣
伝
戦
を
重
視
し

た
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
み
ず
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
赴
き
、
王
侯
と
教
会
の
支
持

を
取
り
つ
け
よ
う
と
努
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
に

派
遣
し
た
特
使
は
ト
ー
デ
ィ
司
教
オ
ッ
ト
ー
と
シ
ス
マ
発
生
直
後
に
枢
機
卿
に
任

命
さ
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
二
人
だ
け
で
あ
り
、
両
名
と
も
無
名
の
人
物
で
あ
っ

た（
（（
（

。
こ
う
し
た
点
に
も
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
が
事
態
を
楽
観
視
し
て
い
た
様
子
が
う

か
が
わ
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
ク
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
シ
ュ
マ
ー
レ
は
敢
え
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、

看
過
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
が
改
宗
ユ
ダ
ヤ
人
一
族

の
出
身
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
が
対
立
派
に
中
傷
の
口
実
を
あ
た
え

た
。
第
二
次
大
戦
後
に
と
く
に
ユ
ダ
ヤ
系
の
の
歴
史
家
が
こ
の
点
を
強
調
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
る（

（（
（

。
す
で
に
オ
ル
デ
リ
ッ
ク=

ヴ
ィ
タ
ー
リ
ス
に
ペ
ト
ル
ス=

ピ

エ
ル
レ
オ
ー
ニ
の
ユ
ダ
ヤ
的
容
姿
へ
の
偏
見
が
み
ら
れ
る
が（

（（
（

、
か
の
聖
ベ
ル
ナ
ー

ル
で
さ
え
も
こ
の
偏
見
か
ら
自
由
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
ユ

ダ
ヤ
人
へ
の
直
接
的
な
暴
力
行
使
や
剣
に
訴
え
て
ユ
ダ
ヤ
人
を
改
宗
さ
せ
る
こ
と

に
は
反
対
し
た
が
、
彼
の
書
簡
や
説
教
に
は
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
反
ユ
ダ
ヤ
的
な

言
辞
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
ベ
ル
ジ
ャ
ー
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
た（

（（
（

。

ベ
ル
ナ
ー
ル
は
一
一
三
五
年
に
皇
帝
ロ
ー
タ
ル
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
「
実
際
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
子
孫
が
ペ
ト
ロ
の
座
を
占
め
る
の
は
キ
リ
ス
ト
へ
の
侮
辱
で
あ
る（

（（
（

」

と
述
べ
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
出
自
が
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
に
不
利
を
招
来
し
な
か
っ

た
と
は
言
え
ま
い
。

　

イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
の
枢
機
卿
政
策
を
比
較
す
る
と
き
、

両
教
皇
の
教
会
政
策
の
ち
が
い
が
一
層
明
瞭
に
な
る（

（（
（

。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は

教
皇
在
任
中
に
五
十
名
の
枢
機
卿
を
任
命
し
た
（
司
教
枢
機
卿
九
名
、
司
祭
枢
機

卿
十
六
名
、
助
祭
枢
機
卿
二
十
四
名
、
所
属
階
級
不
明
者
一
名
）。
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
の
は
っ
き
り
し
な
い
者
が
半
数
を
越
え
る
。
シ
ス
マ
の
さ
な
か
だ
け
に
教
皇
の

枢
機
卿
政
策
に
は
政
治
的
・
戦
略
的
配
慮
に
も
と
づ
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
事

が
認
め
ら
れ
る
。
当
時
な
お
一
大
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院

か
ら
も
七
名
を
枢
機
卿
会
に
加
入
さ
せ
た
。
こ
の
中
に
は
帝
国
修
道
院
ゴ
ル
ズ
の

出
身
者
が
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
シ
ト
ー
会
士
か
ら
四
名
、
律
修
参
事
会

員
か
ら
二
名
を
任
用
し
た
。
枢
機
卿
の
出
身
地
に
関
し
て
は
二
十
四
名
に
つ
い
て

判
明
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
八
名
、
ト
ス
カ
ー
ナ
・
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
出
身
者
十
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一
四

名
、
ロ
ー
マ
と
そ
の
近
在
出
身
者
四
名
、
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
お
よ
び
ド
イ
ツ
出
身
者

各
一
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
西
欧
の
文
化
的
・
宗
教
的
先
進
地
で
あ
る
北
イ
タ
リ

ア
と
フ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
枢
機
卿
政
策
と
言
っ
て
よ
い
。
十
二
世
紀
前
半
に
は

パ
リ
の
学
校
で
学
ん
だ
ロ
ー
マ
人
、
学
識
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
が
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に

招
か
れ
て
枢
機
卿
に
任
命
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た（

（（
（

。
新
任
の
枢
機
卿

に
は
神
学
や
教
会
法
学
に
通
暁
し
た
者
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
と
く
に
教
会
法
学

の
マ
ギ
ス
テ
ル
四
名
を
か
ぞ
え
る
の
は
刮
目
に
値
す
る
。
他
方
、
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ

ス
は
シ
ス
マ
の
間
に
十
七
名
の
枢
機
卿
を
任
命
し
た
（
司
教
枢
機
卿
二
名
、
司
祭

枢
機
卿
八
名
、
助
祭
枢
機
卿
七
名
）。
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ

ウ
ス
派
以
上
に
不
明
瞭
で
あ
る
。
判
明
す
る
か
ぎ
り
で
は
ロ
ー
マ
教
会
の
副
助
祭

か
ら
の
任
用
が
多
い
（
六
名
）。
ま
た
教
皇
の
政
策
的
ウ
エ
ー
ト
を
反
映
し
て
枢

機
卿
の
出
身
地
は
ロ
ー
マ
と
南
伊
に
か
ぎ
ら
れ
、
新
任
枢
機
卿
の
う
ち
特
使
と
し

て
ア
ル
プ
ス
以
北
に
派
遣
さ
れ
た
者
は
二
名
を
か
ぞ
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
ア
ナ
ク

レ
ト
ゥ
ス
が
任
命
し
た
枢
機
卿
に
は
法
学
に
精
通
し
た
者
が
い
な
い
こ
と
も
一
つ

の
特
徴
を
な
し
て
お
り
、
全
般
的
に
枢
機
卿
グ
ル
ー
プ
の
保
守
的
体
質
が
顕
著
で

あ
る（

（（
（

。
以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ク
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
シ
ュ
マ
ー
レ

説
は
幾
つ
か
の
点
で
修
正
を
要
す
る
と
は
言
え
、
両
者
の
基
本
的
認
識
、
す
な
わ

ち
シ
ス
マ
は
枢
機
卿
二
党
派
の
改
革
を
め
ぐ
る
見
解
の
対
立
か
ら
惹
き
お
こ
さ
れ

た
と
い
う
認
識
は
正
し
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い（

（（
（

。

　

ロ
ー
マ
で
敗
れ
た
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
ピ
サ
を
へ
て
ジ
ェ
ー
ノ
ヴ
ァ
に
行

き
（
一
一
三
〇
年
六
月
）、
夏
の
あ
い
だ
リ
グ
ー
リ
ア
、
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
に
滞

在
し
て
自
派
の
支
持
基
盤
を
固
め
た
の
ち
に
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
赴
い
た
（
九
月
）。

以
後
一
年
半
以
上
を
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
各
地
を
遊
説
し
て
ま
わ
る
。
ウ
ル
バ
ヌ
ス

二
世
、
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
の
出
身
地
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ン
ノ
ケ
ン

テ
ィ
ウ
ス
派
の
闘
将
ハ
イ
メ
リ
ク
ス
と
マ
タ
エ
ウ
ス
の
故
国
で
も
あ
っ
た
。
十
二

世
紀
に
ロ
ー
マ
を
追
わ
れ
た
教
皇
が
亡
命
し
た
先
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
こ
で

教
皇
は
当
時
の
最
も
有
能
な
教
会
人
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
う
ち
の
幾
人

か
を
抜
擢
し
て
枢
機
卿
に
と
り
た
て
た
。「
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
つ
ね
に
新
た
な
精

神
的
活
力
、
新
鮮
な
血
液
が
教
皇
権
に
注
が
れ
た（

（（
（

」
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
教

会
を
制
す
る
者
が
、
結
局
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
を
制
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
他
方
、
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
シ
ス
マ
発
生
直
後
に
支
持
を
も
と
め
る
書

簡
を
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
両
王
と
教
会
の
要
人
に
発
送
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
発
給

文
書
の
数
量
か
ら
見
て
も
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
の
書
記
局
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス

の
そ
れ
に
比
べ
て
著
し
く
不
活
発
で
あ
り（

（（
（

、
宣
伝
戦
に
お
い
て
も
劣
勢
で
あ
っ
た
。

ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
自
身
は
南
伊
の
カ
ー
プ
ア
、
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
に
で
か
け
て
い
る

が
、
通
常
は
ロ
ー
マ
を
離
れ
ず
、
北
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
足
を
運
ば
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ル
イ
六
世
は
シ
ス
マ
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
に
エ
タ
ン
プ
（
パ
リ
南
方
五
〇

キ
ロ
）
に
高
位
聖
職
者
を
召
集
し
た
（
一
一
三
〇
年
八
月
な
い
し
九
月
）（

（（
（

。
会
議
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一
五

勢
な
ロ
ー
マ
を
逃
れ
て
十
一
月
に
は
ピ
サ
に
入
り
、
一
一
三
七
年
三
月
ま
で
こ
こ

に
滞
在
し
た
。

　

他
方
、
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
ロ
ー
マ
、
ラ
テ
ィ
ウ
ム
の
大
部
分
、
南
イ
タ
リ
ア
、

ミ
ラ
ノ
で
優
位
を
占
め
た（

（（
（

。
フ
ラ
ン
ス
で
は
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
ギ
ヨ
ー
ム
十
世
に
支

持
さ
れ
て
、
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
の
教
皇
特
使
ア
ン
グ
レ
ー
ム
司
教
ジ
ェ
ラ
ー
ル
が

ア
キ
テ
ー
ヌ
の
幾
つ
か
の
司
教
座
を
一
一
三
六
年
五
月
の
彼
の
死
に
い
た
る
ま
で

ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
派
に
繋
ぎ
と
め
た
。
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
教
会
は
、
ヨ
ー
ク

大
司
教
に
当
地
の
司
教
座
を
統
轄
さ
せ
よ
う
と
し
た
ホ
ノ
リ
ウ
ス
、
イ
ン
ノ
ケ
ン

テ
ィ
ウ
ス
両
教
皇
へ
の
反
感
か
ら
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
を
支
持
し
た
。
一
一
三
八
年

九
月
に
オ
ス
テ
ィ
ア
の
司
教
枢
機
卿
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
が
特
使
に
な
っ
て
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
王
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
と
カ
ー
ラ
イ
ル
で
会
見
し
た
の
ち
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
教
会
は
ロ
ー
マ
の
支
配
に
服
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
諸
王
の
支
持
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
シ
チ
リ
ア
伯
ル
ッ

ジ
ェ
ー
ロ
と
交
渉
を
す
す
め
、
自
派
へ
の
支
持
と
引
換
え
に
王
位
を
約
束
し
た
。

一
一
三
〇
年
九
月
二
十
七
日
に
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
に
特
許
状
を

交
付
し
た
。
こ
こ
で
教
皇
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
と
そ
の
息
子
に
シ
チ
リ
ア
・
カ
ラ
ー

ブ
リ
ア
・
ア
プ
ー
リ
ア
の
王
位
を
認
め
た
上
に
、
カ
ー
プ
ア
と
ナ
ポ
リ
の
事
実
上

の
支
配
権
、
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
の
守
護
権
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
見
返
り
に

王
は
教
皇
と
そ
の
後
継
者
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
忠
誠
誓
約
《hom

agium
 et 

fidelitatem

》
を
負
っ
た
が
、
た
と
い
そ
れ
が
果
さ
れ
な
く
て
も
王
は
そ
の
地
位

は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
正
統
教
皇
と
認
定
し
た
。
王
の
承
認
を
得
た
の
ち
、

サ
ン=

ド
ニ
修
道
院
長
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
滞
在
中
の
教
皇
の
も

と
に
赴
い
て
会
議
の
結
果
を
伝
え
た
。
十
月
に
は
ロ
ー
タ
ル
三
世
が
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ

ル
ク
に
教
会
会
議
を
主
催
し
た
。
当
会
議
も
帝
国
教
会
の
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス

支
持
を
議
決
し
た
。
教
皇
は
十
一
月
に
ク
レ
ル
モ
ン
で
教
会
会
議
を
開
催
し
た
の

ち
翌
一
一
三
一
年
一
月
に
サ
ン=

ブ
ノ
ワ=

シ
ュ
ル=

ロ
ワ
ー
ル
で
ル
イ
六
世

と
会
見
し
、
あ
ら
た
め
て
王
か
ら
支
持
の
確
約
を
と
り
つ
け
た
。
ヘ
ン
リ
ー
一
世

と
は
シ
ャ
ル
ト
ル
で
会
見
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
成
功

し
た
（
一
月
十
三
日
）。
三
月
に
は
ロ
ー
タ
ル
と
リ
エ
ー
ジ
ュ
で
会
見
し
て
い
る
。

王
が
教
皇
の
乗
る
白
馬
の
手
綱
を
と
っ
て
恭
順
の
意
を
表
し
た
の
は
こ
の
と
き
で

あ
る
。
三
月
二
十
一
日
の
教
皇
と
の
会
談
の
際
に
、
王
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス

に
指
輪
と
杖
に
よ
る
叙
任
権
の
返
還
を
も
と
め
た
が
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
た
し
な
め

ら
れ
て
要
求
を
取
り
下
げ
て
い
る
。
復
活
祭
を
サ
ン=
ド
ニ
で
祝
っ
た
教
皇
は
、

パ
リ
、
ル
ア
ン
、
オ
セ
ー
ル
、
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
を
巡
歴
し
、
十
月
に
は
ラ
ン
ス
で

教
会
会
議
を
主
宰
し
た
。
翌
春
の
復
活
祭
を
ア
ス
テ
ィ
で
祝
っ
た
後
ピ
ア
チ
ェ
ン

ツ
ァ
に
行
き
、
こ
こ
で
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
、
ロ
マ
ー
ニ
ャ
地
方
の
聖
職
者
を
召

集
し
て
教
会
会
議
を
開
い
た
（
一
一
三
二
年
六
月
）。
十
一
月
末
に
ロ
ン
カ
ー
リ

ア
で
ロ
ー
マ
遠
征
の
途
上
に
あ
っ
た
ロ
ー
タ
ル
に
会
っ
た
。
翌
春
に
は
連
れ
立
っ

て
ロ
ー
マ
に
入
り
、
ラ
テ
ラ
ノ
聖
堂
で
皇
帝
戴
冠
式
を
挙
行
し
た
（
六
月
四
日
）。

皇
帝
が
ロ
ー
マ
を
去
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
く
と
教
皇
も
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
派
が
優
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と
領
土
を
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
規
定
さ
れ
た（

（（
（

。
こ
れ
は
一
〇
八
〇
年
六
月

二
十
九
日
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
が
ア
プ
ー
リ
ア
公
ロ
ベ
ル
ト=

グ
ィ
ス
カ
ル

ド
と
の
あ
い
だ
に
結
ん
だ
チ
ェ
プ
ラ
ー
ノ
条
約
の
内
容
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。
本
条
約
で
は
教
皇
は
不
適
格
な
ヴ
ァ
サ
ル
に
授
封
を
拒
否
で
き
た
が（

（（
（

、

ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
宛
特
許
状
で
は
、
オ
マ
ー
ジ
ュ
や
忠
誠
誓
約
を
果
さ
な
く
て
も
彼

と
そ
の
相
続
者
は
王
位
と
レ
ガ
リ
ア
を
永
続
的
に
所
有
し
支
配
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
へ
の
大
幅
な
譲
歩
と
い
っ
て
よ
い
。
降
誕
祭
に
ル
ッ

ジ
ェ
ー
ロ
の
戴
冠
式
が
パ
レ
ル
モ
で
挙
行
さ
れ
、
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
の
名
代
と
し

て
サ
ビ
ー
ナ
の
司
祭
枢
機
卿
コ
メ
ー
ス
が
参
列
し
た
。

　

一
一
三
一
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
に
違
反
す
る
行
為
が
教

会
側
に
み
ら
れ
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
ト
リ
ー
ア
大
司
教
ア
ー
ダ
ル
ベ
ロ

を
レ
ガ
リ
ア
受
領
前
に
聖
別
し
（
一
一
三
一
年
四
月
）、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
コ

ン
ラ
ー
ト
も
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
司
教
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
対
し
て
同
様
に
振
る
舞
っ

た
の
で
あ
る
（
一
一
三
二
年
八
月（

（（
（

）。
不
快
を
あ
ら
わ
に
し
た
ロ
ー
タ
ル
は
、
戴
冠

式
直
後
に
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
再
び
指
輪
と
杖
に
よ
る
叙
任
権
の
返
還
を
も

と
め
た（

（（
（

。
今
回
は
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
ノ
ル
ベ
ル
ト
に
よ
っ
て
制
止
さ
れ
た
が
、

戴
冠
式
か
ら
四
日
後
の
六
月
八
日
に
教
皇
は
ロ
ー
タ
ル
に
特
許
状
を
交
付
し
て
、

レ
ガ
リ
ア
の
授
与
が
被
選
者
の
聖
別
に
先
行
す
る
と
い
う
ド
イ
ツ
の
慣
習
の
遵
守

を
あ
ら
た
め
て
了
承
し
た
の
で
あ
る
。「
我
々
は
帝
国
の
尊
厳
を
損
な
わ
ず
に
高
め

る
こ
と
を
欲
す
る
の
で
、
以
下
の
書
状
に
よ
っ
て
汝
に
皇
位
の
十
全
性
を
承
認
し
、

然
る
べ
き
教
会
法
上
の
慣
習debitas et canonicas consuetudines

を
確
認
す
る
。

さ
ら
に
我
々
は
ド
イ
ツ
王
国
に
お
い
て
司
教
の
職
位
や
修
道
院
の
統
治
に
任
用
さ

れ
た
者
は
、
だ
れ
で
あ
れ
前
も
っ
て
汝
の
権
力
か
ら
レ
ガ
リ
ア
を
要
求
し
、
レ
ガ

リ
ア
の
た
め
に
法
的
に
汝
に
対
し
て
果
さ
る
べ
き
こ
と
を
行
わ
な
い
か
ぎ
り
、
レ

ガ
リ
ア
を
専
有
、
占
取
し
な
い
よ
う
に
命
令
す
る
」（

（（
（

と
。「
然
る
べ
き
教
会
法
上

の
慣
習
」
と
は
レ
ガ
リ
ア
の
授
与
が
聖
別
に
先
行
す
る
と
い
う
長
年
の
ド
イ
ツ
の

慣
習
で
あ
る
。
ロ
ー
タ
ル
は
叙
任
権
の
回
復
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
帝
国
の

慣
習
法
を
承
認
さ
せ
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
慣
習
法
は
そ
の
後

も
ひ
き
つ
づ
き
存
続
し
、
十
三
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
法
書
『
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ

ピ
ー
ゲ
ル
』
に
も
収
録
さ
れ
た（

（（
（

。
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
精
力
的
な
説
教
活
動
に
よ
っ
て

一
一
三
五
年
に
は
ミ
ラ
ノ
が
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
帰
順
し
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
公

ギ
ヨ
ー
ム
も
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
支
持
に
転
じ
た
。
一
一
三
七
年
十
一
月
に

ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
は
サ
レ
ル
ノ
に
両
派
の
代
表
を
招
い
て
討
論
会
を
催
し
た
が
、
決

定
を
下
す
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
翌
年
の
一
月
二
十
五
日
に
ア
ナ
ク

レ
ト
ゥ
ス
が
世
を
去
り
、
彼
を
継
い
だ
硬
骨
の
士
サ
ン
テ
ィ=

ア
ポ
ー
ス
ト
リ

の
司
祭
枢
機
卿
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
（
ヴ
ィ
ク
ト
ル
四
世
）
が
五
月
二
十
九
日
に
退
位

し
た
の
で
、
こ
こ
に
八
年
三
か
月
に
わ
た
っ
た
シ
ス
マ
は
終
熄
し
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
改
革
教
皇
権
に
対
す
る
ロ
ー
タ
ル
三
世
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ

う
。
ド
イ
ツ
の
王
権
強
化
の
た
め
に
ロ
ー
タ
ル
は
シ
ス
マ
を
政
治
的
に
利
用
し
な

か
っ
た
と
す
る
批
判
的
な
見
方
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
ィ
や



教
皇
改
革
（
三
） 

― 

関
口

一
七

ハ
ウ
ク
が
こ
れ
を
代
表
す
る（

（（
（

。
た
と
え
ば
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
ィ
は
、
ロ
ー
タ
ル
が
イ

ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
承
認
し
た
た
め
に
彼
は
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
権
力
を
貫
徹

で
き
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
も
し
も
ロ
ー
タ
ル
が
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
を
正
統
教

皇
と
し
て
承
認
し
て
い
た
な
ら
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
北
欧
諸
国
も
こ
れ
に
倣
っ

た
で
あ
ろ
う
が
、
ロ
ー
タ
ル
の
不
運
は
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
ノ
ル
ベ
ル
ト
、
ザ

ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
コ
ン
ラ
ー
ト
の
よ
う
な
偏
見
に
み
ち
た
聖
職
者
が
側
近
に
い

て
、
王
の
自
由
な
判
断
を
妨
げ
た
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
シ
ュ

マ
ー
レ
は
反
論
す
る
。
ロ
ー
タ
ル
は
モ
ラ
ル
上
の
圧
力
か
ら
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ

ス
の
承
認
を
拒
否
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
も
し
も
彼
が
拒
否
し
た
な
ら
ば
、

教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
と
諸
教
団
（
修
道
会
、
参
事
会
教
団
）
を
敵
に
ま
わ
し
、
王

国
は
内
乱
状
態
に
な
り
、
皇
帝
は
政
治
的
苦
境
に
陥
っ
た
で
あ
ろ
う（

（（
（

、
と
。
さ
ら

に
ペ
ー
ト
ケ
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
世
界
教
会
に
な
っ
た
ロ
ー
マ
教
会
の
分
裂
を

政
治
目
的
の
た
め
に
利
用
す
る
の
は
ド
イ
ツ
王
の
力
に
余
る
問
題
で
あ
っ
た
。
ハ

イ
ン
リ
ヒ
三
世
の
時
代
を
復
活
さ
せ
た
り
、
あ
ら
た
に
叙
任
権
闘
争
を
惹
き
お
こ

す
の
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
ロ
ー
タ
ル
は
理
解
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
王
は
北

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
聖
職
者
が
同
意
し
た
教
皇
を
承
認
し

保
護
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（（（
（

、
と
。
私
自
身
は
シ
ュ
マ
ー
レ
お
よ
び
ペ
ー

ト
ケ
の
見
解
に
賛
成
し
た
い
。

三
　
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議

　

第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
四
世
の
退
位
か
ら
お
よ
そ
一
年
後
の
一

一
三
九
年
四
月
三
日
に
開
幕
し
、
四
月
八
日
に
閉
会
し
た（

（（（
（

。
司
教
参
列
者
は
百
名

を
越
え
、
出
席
者
は
数
百
名
に
の
ぼ
っ
た
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
か
ら
も
出
席
者
が
あ
り
、

当
会
議
は
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
以
上
に
国
際
的
な
性
格
を
お
び
て
い
た
と
い
っ

て
よ
い
。
公
会
議
開
催
の
目
的
は
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
教
令
の
再
確
認
と
シ

ス
マ
終
熄
後
の
教
会
の
再
建
に
あ
っ
た
。
公
会
議
で
は
三
十
条
の
カ
ノ
ン
が
制
定

さ
れ
た
。
そ
の
多
く
は
シ
ス
マ
の
さ
な
か
に
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
み
ず
か
ら
が

主
宰
し
た
教
会
会
議
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
レ
ル
モ
ン
（
一
一
三
〇

年
）、
ラ
ン
ス
、
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
（
一
一
三
二
年
）、
そ
し
て
ピ
サ
（
一
一
三
五

年
）
の
諸
会
議
の
カ
ノ
ン
が
そ
れ
で
あ
る（

（（（
（

。

　

カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
歴
史
上
注
目
す
べ
き
カ
ノ
ン
と
し
て
は
、
ピ
サ
教
会
会
議
の

教
令
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
録
し
た
カ
ノ
ン
第
七
条
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
副
助
祭
以
上
の
聖
職
者
、
誓
願
を
立
て
た
修
道
士
、
助
修
士
、
律
修
参
事

会
員
が
教
会
の
規
律
に
反
し
て
結
婚
し
た
場
合
、
当
該
結
婚
は
無
効
と
さ
れ
た
。

叙
階
な
ら
び
に
立
願
は
婚
姻
障
害
事
由
（im

pedim
entum

 dirim
ens

）
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
修
道
誓
願
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
終
身
の
貞
潔
が
す
べ
て
の
聖
職
者

の
義
務
に
な
り
、
独
身
制
は
ラ
テ
ン
教
会
の
聖
職
者
の
身
分
指
標
に
な
っ
た（

（（（
（

。
独

身
男
性
か
ら
な
る
聖
職
者
集
団
と
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
確
立
が
女
性
の
周
縁
化
を
う



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
三
巻
第
一
号

一
八

な
が
し
、
男
女
の
社
会
的
格
差
を
生
み
だ
し
た
事
実
は
や
は
り
否
定
し
え
な
い
で

あ
ろ
う（

（（（
（

。
本
教
令
は
聖
職
者
に
禁
欲continentia

と
純
潔m

unditia

の
徳
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、
妻
帯
司
祭
の
司
式
す
る
ミ
サ
に
出
席
し
な
い
よ
う
に
信

徒
に
よ
び
か
け
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
は
秘
跡
の
効
力
を
執
行
者
の
資
質
に
従
属

さ
せ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
純
潔
へ
の
半
魔
術
的
な
観
念

に
と
ら
わ
れ
た
民
衆
感
情
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク=

ブ
ロ
ッ

ク
が
言
う
よ
う
に
、
知
的
宗
教
に
対
す
る
民
衆
宗
教
の
勝
利
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う（
（（（
（

。

　

司
教
権
の
強
化
を
意
図
し
た
カ
ノ
ン
が
少
な
く
な
い
の
は
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会

議
と
同
様
で
あ
る
。
教
区
司
教
の
懲
戒
権
の
優
位
を
規
定
し
た
第
三
条
、
聖
職
者

の
奇
抜
な
服
装
や
身
な
り
に
警
告
を
発
し
、
司
教
は
風
紀
取
締
ま
り
の
監
督
責
任

者
で
あ
る
と
明
記
し
た
第
四
条
が
あ
る
。
司
教
遺
産
の
横
領
を
禁
じ
た
第
五
条
は

カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
の
カ
ノ
ン
第
二
十
二
条
の
再
確
認
で
あ
ろ
う
。
俗
人
が
所
有

す
る
十
分
の
一
税
と
教
会
を
司
教
に
返
還
す
る
よ
う
に
命
じ
た
第
十
条
の
規
定
は

ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
確
立
へ
の
当
局
の
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
も
の
だ
。
さ
ら
に
神
の

休
戦
と
諸
教
令
の
実
施
責
任
者
が
司
教
で
あ
る
と
明
記
し
た
第
十
二
条
と
第
十
九

条
が
あ
る
。
司
教
選
挙
に
つ
い
て
規
定
し
た
第
二
十
八
条
は
注
目
す
べ
き
教
令
で

あ
る
。
司
教
の
死
後
三
か
月
以
上
司
教
座
を
空
位
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
司
教
選

挙
権
は
原
則
と
し
て
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
に
属
す
る
が
、
司
教
選
挙
の
際
に
律

修
聖
職
者
《religiosos vires

》（
修
道
士
お
よ
び
律
修
参
事
会
員
）
の
意
見
を

徴
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
律
修
聖
職
者
の
助
言
を
得
て
適
任
者
が
司
教
に
選
出

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
ら
の
同
意
と
承
諾
を
得
な
い
選
挙
は
無
効
で
あ
る
。
司

教
選
出
機
関
と
し
て
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
地
位
が
定
ま
る
の
は
本
カ
ノ
ン
に

よ
っ
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
律
修
聖
職
者
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
早
く
も
十
二
世

紀
後
半
に
は
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た（

（（（
（

。

　

社
会
的
規
定
も
ま
た
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
比
べ
て
増
加
し
た
。
非
戦
闘
者

の
身
体
の
安
全
と
財
産
保
護
の
規
定
（
第
十
一
条
）、
神
の
休
戦
期
間
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
記
述
（
第
十
二
条
）
が
み
ら
れ
る
。
第
十
三
条
は
高
利
貸
付
の
禁
止

で
あ
る
。
高
利
貸
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
埋
葬
が
拒
否
さ
れ
る
。
さ
ら
に
実
戦
と

ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
騎
馬
試
合
の
禁
止
（
第
十
四
条
）、
教
会
と
共
同
墓
地
の
ア

ジ
ー
ル
権
の
保
証
（
第
十
五
条
）、
近
親
結
婚
の
禁
止
（
第
十
七
条
）、
社
会
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
住
民
を
恐
怖
に
陥
れ
る
放
火
（
焼
払
い
）
の
禁
止
（
第

十
八
条
）、
弩
や
長
弓
な
ど
の
残
虐
兵
器
の
使
用
禁
止
（
第
二
十
九
条
）
な
ど
の

規
定
が
あ
る
。

　

司
牧
に
関
係
す
る
カ
ノ
ン
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
偽
り
の
悔
悛

《falsa poenitentia

》
に
欺
か
れ
な
い
よ
う
に
司
牧
者
に
注
意
を
う
な
が
し
た

教
令
（
第
二
十
二
条
）
、
十
分
な
収
入
が
あ
る
小
教
区
教
会
は
自
身
の
司
祭
を
所

有
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
雇
わ
れ
司
祭
を
締
め
出
し
た
第
十
条
の
規
定
が
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
教
令
に
は
見
ら
れ
な
い
、
教
会
司
牧

の
限
界
を
示
唆
す
る
カ
ノ
ン
が
登
場
し
た
こ
と
だ
。
一
般
信
徒
の
あ
い
だ
に
キ
リ
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一
九

ス
ト
に
倣
っ
て
使
徒
的
生
活
を
実
践
す
る
者
が
現
れ
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。
カ
ノ
ン
第
二

十
六
条
は
、
そ
う
し
た
生
活
が
女
性
た
ち
の
あ
い
だ
に
広
く
流
行
し
て
い
た
様
子

を
伝
え
て
い
る
。
彼
女
た
ち
が
「
所
有
す
る
離
れ
の
小
屋
や
庵
」
《propria 

receptacula et privata dom
icilia

》
に
移
り
住
ん
で
修
道
女
ま
が
い
の
生
活
を

お
く
り
、
巡
礼
や
旅
人
を
接
待
す
る
ケ
ー
ス
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
危
険
で

嫌
悪
す
べ
き
習
慣
」
で
あ
る
と
い
う
。
同
カ
ノ
ン
に
よ
れ
ば
、
修
道
生
活
は
聖
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
、
聖
バ
シ
レ
イ
オ
ス
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
い
ず
れ
か
の
戒
律

に
従
っ
て
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
で
あ
り
、
戒
律
に
拠
ら
な
い
生
活
は
「
恥
ず
べ

き
、
呪
わ
し
い
破
廉
恥
な
行
為
」《inhonestum

 detestandum
que flagitium

》

な
の
で
あ
る
。

　

十
二
世
紀
に
は
キ
リ
ス
ト
に
倣
う
巡
歴
説
教
者
が
増
加
す
る（

（（（
（

。
彼
ら
は
「
裸
に

な
っ
て
裸
の
キ
リ
ス
ト
に
従
う
」《N

udus nudum
 sequi Christum

》
を
モ
ッ

ト
ー
に
福
音
書
の
こ
と
ば
（
マ
タ
イ
十
九
・
二
一
）
を
文
字
ど
お
り
実
践
し
た（

（（（
（

。

洗
礼
を
う
け
た
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
本
質
的
に
は
平
等
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
清
貧
に
倣
い
、
福
音
を
伝
え
、
説
教
す
る
こ
と
は
、
人
物
の

聖
性
が
一
般
に
認
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
平
信
徒
に
許
さ
れ
て
い
る
と
人
々
が
考
え

た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
巡
歴
説
教
者
の
中
に
は
従
者
の
数
が
増
え
た
た
め

に
定
住
し
て
教
団
を
設
立
し
、
既
存
の
戒
律
を
採
用
し
て
当
局
か
ら
そ
の
活
動
を

認
可
さ
れ
る
者
が
現
れ
た
（
ロ
ベ
ー
ル=

ダ
ル
ブ
リ
ッ
セ
ル
、
ヴ
ィ
タ
ル=

ド

=

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
な
ど
）。
そ
の
一
方
で
は
巡
歴
説
教
を
つ
ら
ぬ
い
た
者
た
ち
が
お
り
、

彼
ら
の
中
か
ら
教
会
の
現
状
を
批
判
し
て
、
秘
跡
や
司
祭
職
を
否
定
す
る
異
端
者

が
現
れ
る
の
で
あ
る
（
タ
ン
ケ
ル
ム
、
ピ
エ
ー
ル=

ド=

ブ
リ
ュ
イ
、
ア
ン
リ

=

ド=

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
、
エ
オ
ン=

ド=

レ
ト
ワ
ー
ル（

（（（
（

）。

　

カ
ノ
ン
第
二
十
二
条
は
、
聖
体
の
秘
跡
、
幼
児
洗
礼
、
司
祭
職
、
品
級
、
婚
姻

の
絆
を
否
定
す
る
異
端
者
へ
の
警
戒
を
喚
起
し
、
異
端
禁
圧
の
た
め
に
世
俗
権
力

に
協
力
を
要
請
し
た
。
当
該
カ
ノ
ン
は
二
十
年
前
に
開
か
れ
た
ト
ゥ
ル
ー
ズ
教
会

会
議
で
制
定
さ
れ
た
カ
ノ
ン
の
再
録
で
あ
る
。
当
時
は
ピ
エ
ー
ル=

ド=

ブ
リ
ュ

イ
の
異
端
が
カ
ノ
ン
制
定
の
直
接
的
な
動
機
で
あ
っ
た
が
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会

議
の
開
催
時
に
は
ア
ン
リ=

ド=

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
が
類
似
の
異
端
を
南
フ
ラ
ン
ス

で
広
め
て
い
た（

（（（
（

。
ア
ン
リ
は
す
で
に
ピ
サ
教
会
会
議
で
破
門
さ
れ
て
い
た
。
小
教

区
司
祭
が
教
区
民
の
救
霊
に
責
任
を
負
う
司
牧
の
在
り
方
を
我
々
は
静
態
的
司
牧

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
両
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
が
そ
の
充
実
を
目
標
に
掲
げ
た

の
は
こ
の
司
牧
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
巡
歴
し
な
が
ら
福
音
を
伝
え
、
小
教
区

の
枠
を
こ
え
て
信
徒
に
働
き
か
け
る
司
牧
活
動
は
動
態
的
司
牧
で
あ
る
。
小
教
区

司
祭
出
身
の
ピ
エ
ー
ル
、
修
道
士
出
身
の
ア
ン
リ
の
よ
う
な
巡
歴
説
教
者
は
こ
の

司
牧
の
従
事
者
で
あ
っ
た
。
当
局
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
神
殿
騎
士
団
や
ヨ
ハ
ネ

騎
士
団
の
修
道
会
士
も
ま
た
動
態
的
司
牧
を
実
践
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
彼
ら
は

聖
務
禁
止
下
の
教
会
に
や
っ
て
き
て
自
由
に
秘
跡
を
授
け
、
埋
葬
を
行
っ
た
。
ま

た
司
教
の
同
意
な
し
に
俗
人
か
ら
教
会
、
十
分
の
一
税
を
受
け
と
り
、
自
由
に
司

祭
を
任
免
し
た
。
彼
ら
は
巡
回
し
た
先
々
で
地
域
住
民
と
兄
弟
盟
約fraternitas



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
三
巻
第
一
号

二
〇

を
結
び
、
騎
士
修
道
会
の
名
声
を
恃
ん
で
司
教
権
を
無
視
す
る
態
度
に
で
た
の
で

あ
る
。
彼
ら
の
目
に
余
る
行
為
は
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
で
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
に
な
る（

（（（
（

。

　

巡
歴
説
教
者
の
出
現
は
共
住
修
道
制
に
と
っ
て
は
重
大
な
脅
威
で
あ
る
。
ピ

エ
ー
ル
と
ア
ン
リ
に
対
す
る
最
も
激
越
な
批
判
者
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
ピ

エ
ー
ル
と
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
院
長
ベ
ル
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。

浄
行
持
律
の
修
道
生
活
は
一
所
止
住
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

カ
ノ
ン
第
九
条
は
修
道
士
や
律
修
参
事
会
員
が
世
俗
法
と
医
学
を
修
め
る
こ
と
を

禁
止
し
た
。
そ
れ
は
名
声
と
金
銭
の
追
求
を
と
も
な
う
と
い
う
の
が
表
向
き
の
理

由
で
あ
る
が
、
本
質
的
な
問
題
は
、
本
カ
ノ
ン
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
聖
な
る

師
父
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
お
よ
び
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
戒
律
の
軽
視
を
ま
ね
く
か
ら

で
あ
っ
た
。
長
期
間
修
学
の
た
め
に
修
道
院
を
留
守
に
す
る
と
一
所
止
住
の
原
則

が
忘
れ
去
ら
れ
、
修
道
生
活
か
ら
疎
遠
に
な
る
。
当
該
カ
ノ
ン
は
す
で
に
ク
レ
ル

モ
ン
教
会
会
議
に
初
出
す
る
が（

（（（
（

、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
以
後
も
繰
返
し
制
定
さ

れ
た（

（（（
（

。
違
反
者
の
制
裁
が
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
厳
し
く
な
る
の
は
、
医
学
と
法

律
学
を
学
ぶ
修
道
士
が
禁
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
増
加
し
て
い
っ
た
事
情
を
物
語
る
。

た
と
え
ば
ト
ゥ
ー
ル
教
会
会
議
（
一
一
六
三
年
）
は
、
二
か
月
以
内
に
帰
院
し
な

い
修
道
士
は
破
門
に
処
せ
ら
れ
、
修
道
院
に
戻
っ
て
か
ら
は
内
陣
、
集
会
室
、
食

堂
に
お
い
て
つ
ね
に
兄
弟
の
末
席
に
座
る
と
定
め
た
。
そ
の
う
え
聖
座
の
慈
悲
が

な
け
れ
ば
、
い
っ
さ
い
の
昇
進
の
望
み
が
断
た
れ
る
の
で
あ
る（

（（（
（

。

　

巡
歴
説
教
者
の
動
態
的
司
牧
は
教
皇
改
革
の
綱
領
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
会
も
新
興
の
シ
ト
ー
修
道
会
も
自
己
聖
化
と
い
う
古
く
か
ら

の
修
道
院
的
理
念
か
ら
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
彼
ら
は
好

ん
で
貴
族
を
受
け
入
れ
、
俗
界
に
対
し
て
は
少
数
の
エ
リ
ー
ト
集
団
を
形
成
し
た
。

活
動
的
な
愛
カ
リ
タ
ス、
教
区
の
枠
を
こ
え
た
社
会
的
慈
善
活
動
は
巡
歴
説
教
者
の
登
場
に

よ
っ
て
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
士

も
貧
者
の
給
養
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
多
分
に
儀
式
化
さ

れ
た
典
礼
活
動
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。
社
会
的
配
慮
や
救
済
が

「
身
体
の
よ
り
弱
い
肢
体
」（
コ
リ
ン
ト
前
十
二
・
二
二
、
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議

の
カ
ノ
ン
第
二
十
三
条
が
引
用
）
で
あ
る
女
性
、
さ
ら
に
は
娼
婦
や
癩
病
者
に
ま

で
及
ぶ
の
は
巡
歴
説
教
者
の
登
場
に
よ
っ
て
で
あ
り（

（（（
（

、
彼
ら
の
活
動
が
当
局
の
蒙

を
啓
い
た
こ
と
は
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
巡

歴
説
教
活
動
が
提
起
し
た
新
た
な
問
題
と
そ
の
社
会
的
意
義
を
ク
リ
ュ
ニ
ー
や
ク

レ
ル
ヴ
ォ
ー
の
修
道
院
長
は
つ
い
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

巡
歴
説
教
活
動
か
ら
派
生
し
た
異
端
よ
り
も
当
局
が
一
層
手
を
焼
い
た
の
は
理

想
主
義
者
の
過
激
な
説
教
活
動
で
あ
っ
た
。
ブ
レ
ー
シ
ャ
出
身
の
ア
ル
ナ
ル
ド
の

活
動
が
そ
れ
で
あ
る（

（（（
（

。
彼
は
ブ
レ
ー
シ
ャ
の
律
修
参
事
会
員
で
あ
り
司
祭
で
あ
っ

た
。
使
徒
的
清
貧
の
真
摯
な
模
倣
者
で
あ
っ
た
彼
は
、
教
会
が
世
俗
的
権
力
を
行

使
す
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
た
。
ブ
レ
ー
シ
ャ
司
教
マ
ン
フ
レ
ー
デ
ィ
は
同
市
を

混
乱
に
陥
れ
た
張
本
人
と
し
て
ア
ル
ナ
ル
ド
を
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
告
発
し
た
。
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二
一

教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
ア
ル
ナ
ル
ド
に
沈
黙
を
命
じ
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
追

放
し
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。
改
革
派
の
分
裂
を
象
徴
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ナ
ル
ド

自
身
は
貧
し
い
イ
エ
ス
の
弟
子
と
し
て
イ
エ
ス
の
生
き
方
に
真
剣
に
倣
お
う
と
努

め
た
。
粗
衣
を
身
に
ま
と
い
、
断
食
を
欠
か
さ
ず
、
比
類
な
き
熱
意
を
も
っ
て
聖

書
の
研
究
に
精
を
だ
し
た
。
ア
ル
ナ
ル
ド
は
教
義
上
の
異
端
と
は
無
縁
で
あ
る
。

彼
に
と
っ
て
は
神
学
的
知
識
や
教
理
よ
り
も
キ
リ
ス
ト
教
的
な
生
活
と
活
動
が
問

題
で
あ
っ
た
。
私
有
地
を
も
つ
聖
職
者
、
レ
ガ
リ
ア
を
所
有
す
る
司
教
、
私
財
を

も
つ
修
道
士
は
救
わ
れ
な
い
と
彼
は
述
べ
て
い
る（

（（（
（

。
ア
ル
ナ
ル
ド
の
鋭
い
舌
鋒
は

ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
頂
点
に
た
つ
枢
機
卿
と
教
皇
を
も
容
赦
し
な
か
っ
た
。
ウ
ォ
ル

タ
ー=

マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
ナ
ル
ド
は
か
つ
て
教
皇
庁
に
招
か
れ
た
際
に

枢
機
卿
の
贅
を
つ
く
し
た
食
卓
を
見
て
、
教
皇
の
面
前
で
こ
れ
を
難
詰
し
た
た
め

に
枢
機
卿
の
怒
り
を
か
っ
て
追
放
さ
れ
た
と
い
う（

（（（
（

。
ア
ル
ナ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
枢

機
卿
会
は
も
は
や
「
神
の
教
会
」《ecclesia D

ei
》
で
は
な
く
「
商
取
引
の
や
か

た
」《dom

us negociationis

》「
盗
賊
の
巣
窟
」《spelunca latronum

》
に
す

ぎ
な
い
。
教
皇
は
使
徒
的
人
間
で
も
魂
の
司
牧
者
で
も
な
く
、
火
と
殺
戮
に
よ
っ

て
権
威
を
掌
中
に
お
さ
め
た
「
血
に
ま
み
れ
た
人
間
」《vir sanguinum

》「
教

会
の
虐
待
者
」《tortor ecclesiarum

》「
無
辜
の
民
の
迫
害
者
」《innocentie 

concussor

》
で
あ
る（

（（（
（

。
い
ま
だ
か
つ
て
教
会
の
最
高
権
威
に
こ
の
よ
う
な
非
難

を
浴
び
せ
た
者
は
い
な
い
。
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
ジ
ョ
ン
や
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
ス
ベ
ル

ク
の
ゲ
ル
ホ
ー
の
よ
う
に
彼
の
主
張
に
一
定
の
理
解
を
示
し
た
者
が
い
た
半
面
、

保
守
的
改
革
者
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
や
攻
撃
の
標
的
に
さ
れ
た
枢
機
卿
や
教
皇
が
ア
ル

ナ
ル
ド
に
激
し
い
憎
悪
を
い
だ
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

　

第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
は
、
司
教
権
と
司
牧
体
制
に
関
し
て
は
、
第
一
ラ
テ
ラ

ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
第
四
条
と
第
十
六
条
を
基
本
原
則
と
し
て
再
確
認
し
た
と

い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
違
背
す
る
動
態
的
司
牧
に
対
し
て
は
神
経
質
な
ま
で
に
警

戒
的
で
あ
っ
た
。
異
端
運
動
や
理
想
主
義
者
の
過
激
な
説
教
活
動
の
台
頭
は
、
間

接
的
に
正
統
信
仰
の
確
立
を
裏
付
け
る
も
の
だ
。
異
端
対
策
と
い
う
新
た
な
課
題

に
直
面
し
な
が
ら
も
教
皇
改
革
は
ひ
と
ま
ず
そ
の
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
と
い

え
よ
う
。
強
固
な
位
階
制
に
支
え
ら
れ
た
聖
職
者
集
団
の
形
成
は
そ
の
反
動
と
し

て
教
会
を
よ
り
柔
軟
に
解
釈
し
、
聖
職
者
と
信
徒
の
有
機
的
一
体
性
を
強
調
す
る

傾
向
を
う
な
が
し
た
。
こ
れ
ま
で
聖
別
さ
れ
た
ホ
ス
チ
ア
を
表
し
た
「
神
秘
体
」

《corpus m
ysticum

》
と
い
う
用
語
が
新
た
に
教
会
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
十
二
世
紀
半
ば
す
ぎ
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（（（
（

。
「
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
体
」

《Corpus m
ysticum

 Christi

》
な
る
概
念
の
成
立
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
で
言

う
「
諸
聖
人
の
通
功
（
（（（
（

」
《Com

m
unio Sanctorum

》
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
た
連

帯
的
信
仰
共
同
体
の
確
立
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

公
会
議
終
了
直
後
に
、
後
世
に
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
教
会
法
の
法
典
が
編

ま
れ
た
。
カ
マ
ル
ド
リ
会
修
道
士
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
が
一
一
四
〇
年
頃
に
著
し
た

『
矛
盾
教
会
法
調
和
集
』（Concordia D

iscordantium
 Canonum

）、
一
般
に

『
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
教
令
集
』（D

ecretum
 Gratiani

）
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
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法
書
が
こ
れ
で
あ
る（

（（（
（

。
当
該
教
令
集
に
収
録
さ
れ
た
最
新
の
資
料
は
第
二
ラ
テ
ラ

ノ
公
会
議
の
教
令
で
あ
る
。
十
五
条
の
カ
ノ
ン
と
二
通
の
教
皇
書
簡
が
本
教
令
集

に
収
め
ら
れ
た（

（（（
（

。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
派
に
は
ロ
ー
マ
法
学
に
精
通
し
て
い
た

尚
書
院
長
ハ
イ
メ
リ
ク
ス
を
は
じ
め
法
学
に
関
心
の
あ
る
枢
機
卿
が
少
な
く
な
く
、

チ
ョ
ド
ロ
ー
は
『
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
教
令
集
』
を
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
派
の
改

革
の
成
果
と
み
な
し
て
い
る（

（（（
（

。
公
会
議
閉
幕
直
後
に
教
会
法
令
を
総
合
し
、
体
系

化
す
る
気
運
が
す
で
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
法
学
者
の
あ
い
だ
に
高
ま
っ
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
　
改
革
教
皇
権
の
終
焉

　

教
皇
首
位
権
が
確
立
し
、
教
会
統
治
に
お
い
て
ス
タ
ッ
フ
（
ロ
ー
マ
教
皇
庁
）

と
ラ
イ
ン
（
地
方
教
会
）
が
截
然
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
イ
ン
ノ
ケ
ン

テ
ィ
ウ
ス
二
世
期
で
あ
っ
た
。
教
皇
専
決
訴
訟
に
加
え
て
修
道
院
や
参
事
会
か
ら

の
上
訴
の
件
数
も
増
加
し
た
。
修
道
院
に
免
属
特
権
を
付
与
す
る
際
に
、
教
皇
が

「
仲
介
者
な
し
に
」《nullo m

ediante

》
の
定
詞
を
用
い
る
習
慣
は
イ
ン
ノ
ケ
ン

テ
ィ
ウ
ス
期
に
始
ま
る
が
、
こ
れ
は
教
皇
の
普
遍
的
裁
治
権
者
と
し
て
の
地
位
を

雄
弁
に
物
語
る
も
の
だ（

（（（
（

。
司
法
業
務
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
マ
ギ
ス
テ
ル
の
学
位

を
も
つ
枢
機
卿
が
増
加
し
は
じ
め
る
の
も
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
と
き
か

ら
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
期
に
は
任
命
さ
れ
た
枢
機
卿
の
お
よ
そ
三
分

の
一
、
ル
キ
ウ
ス
三
世
期
に
は
五
分
の
三
が
マ
ギ
ス
テ
ル
の
所
有
者
で
あ
っ
た（

（（（
（

。

し
か
し
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
晩
年
に
教
皇
権
は
新
た
な
危
機
に
直
面
す
る
。

第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
で
教
皇
は
シ
チ
リ
ア
の
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
を
破
門
し
た
。
ア

ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
二
世
の
同
盟
者
と
し
て
彼
は
シ
ス
マ
を
長
引
か
せ
た
張
本
人
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
一
一
三
七
年
八
月
に
ロ
ー
タ
ル
三
世
が
南
イ
タ
リ
ア
に
遠
征
し

た
と
き
に
、
教
皇
は
ア
リ
フ
ェ
伯
ラ
イ
ヌ
ル
フ
ス
に
ア
プ
ー
リ
ア
公
領
を
皇
帝
と

共
同
授
封
し
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
彼
の
協
力
を
得
て
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
を

南
イ
タ
リ
ア
か
ら
追
放
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
。
し
か
し
ラ
イ
ヌ
ル
フ
ス
は
公
会

議
終
了
直
後
に
急
死
し
た
た
め
に
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
自
身
が
同
盟
軍
を
率

い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
一
三
九
年
七
月
二
十
二
日
に
ガ
ル
ッ
チ
ョ
（
モ
ン
テ

カ
ッ
シ
ー
ノ
近
在
）
の
戦
い
で
同
盟
軍
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
の
軍
に
脆
く
も
敗
れ
、

教
皇
は
捕
虜
に
な
っ
た
。
レ
オ
九
世
の
轍
を
踏
ん
だ
の
で
あ
る
。
お
の
れ
の
権
威

と
実
力
を
過
信
し
た
報
い
で
あ
ろ
う
。
降
伏
か
ら
三
日
後
に
教
皇
は
ル
ッ
ジ
エ
ー

ロ
に
特
許
状
を
交
付
し
て
彼
の
王
号
を
承
認
し
た
。
さ
ら
に
七
月
二
十
七
日
の
ミ

ニ
ャ
ー
ノ
条
約
に
よ
っ
て
シ
チ
リ
ア
、
ア
プ
ー
リ
ア
公
領
、
お
よ
び
カ
ー
プ
ア
侯

領
が
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
の
固
有
の
領
土
と
み
な
さ
れ
た（

（（（
（

。
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
以
来
の

対
ノ
ル
マ
ン
人
政
策
の
挫
折
で
あ
る
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
つ
づ
く
四
人
の

教
皇
（
ケ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
二
世
、
ル
キ
ウ
ス
二
世
、
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
、
ア
ナ

ス
タ
シ
ウ
ス
四
世
）
の
う
ち
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
を
の
ぞ
く
他
の
三
名
は
い
ず
れ
も
シ

ス
マ
の
経
験
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
概
し
て
ド
イ
ツ
王
に
好
意
的
で
あ
り
、
シ
チ
リ



教
皇
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関
口

二
三

ア
の
ア
ル
タ
ヴ
ィ
ッ
ラ
家
に
は
距
離
を
お
い
て
い
た
。
だ
が
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世

の
時
代
に
な
っ
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
政
治
的
圧
力
が
強
ま
る
と
教
皇
庁
は
再

び
ノ
ル
マ
ン
人
と
の
関
係
修
復
を
せ
ま
ら
れ
た
。
一
一
五
六
年
六
月
に
グ
リ
エ
ル

モ
一
世
と
の
あ
い
だ
に
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
条
約
が
締
結
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
一
世
紀

前
の
メ
ル
フ
ィ
条
約
の
復
活
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
ロ
ー
マ
に
も
危
機
的
状
況
が
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ

ウ
ス
二
世
が
没
す
る
直
前
に
ロ
ー
マ
市
民
は
カ
ピ
ト
リ
ウ
ム
の
丘
に
元
老
院
を
創

設
し
、
コ
ム
ー
ネ
を
結
成
し
た
の
で
あ
る
（
一
一
四
三
年
九
月（

（（（
（

）。
翌
年
に
は
最

も
重
要
な
ロ
ー
マ
の
役
職
で
あ
る
ロ
ー
マ
都
督（praefectus U

rbis)

が
廃
さ
れ
、

代
り
に
パ
ト
リ
キ
ウ
ス
が
新
設
さ
れ
て
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
二
世
の
甥
ヨ
ル
ダ
ヌ
ス

が
こ
れ
に
任
命
さ
れ
た
。
ロ
ー
マ
は
共
和
政
体
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
ル
キ
ウ

ス
二
世
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
が
派
遣
し
た
傭
兵
隊
と
ロ
ー
マ
貴
族
の
不
満
分
子
の
協

力
を
得
て
コ
ム
ー
ネ
を
解
散
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
教
皇
軍
は
カ
ピ
ト
リ
ウ
ム
丘
上

の
共
和
派
の
砦
を
攻
囲
し
た
が
、
コ
ム
ー
ネ
の
軍
隊
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
た
。
こ

の
と
き
に
部
隊
の
最
前
列
に
い
た
ル
キ
ウ
ス
は
頭
部
に
投
石
を
う
け
た
。
こ
の
負

傷
が
も
と
で
教
皇
は
数
日
後
に
カ
エ
リ
ウ
ス
丘
の
サ
ン=

グ
レ
ゴ
リ
オ
修
道
院

で
息
を
ひ
き
と
っ
た
（
一
一
四
五
年
二
月
十
五
日（

（（（
（

）。
ロ
ー
マ
市
民
の
投
石
に
よ

る
教
皇
の
死
は
、
改
革
教
皇
権
の
終
焉
を
な
に
よ
り
も
象
徴
的
に
示
す
事
件
で

あ
っ
た
。

　

正
統
信
仰
の
確
立
は
教
会
の
内
外
で
種
々
の
異
端
を
誘
発
し
た
。
四
十
年
代
以

降
、
異
端
運
動
は
国
際
化
し
同
時
に
匿
名
化
し
た
。
カ
タ
リ
派
異
端
が
急
速
に
蔓

延
す
る
の
も
四
十
年
代
で
あ
る（

（（（
（

。
一
一
四
三
年
に
ケ
ル
ン
に
、
一
一
四
四
ー
五
年

に
リ
エ
ー
ジ
ュ
に
、
一
一
四
七
年
以
前
に
ペ
リ
ゴ
ー
ル
（
ア
キ
テ
ー
ヌ
）
に
姿
を

現
し
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
一
一
四
四
ー
七
年
に
か
け
て
南
フ
ラ
ン
ス
で
カ
タ
リ
派

異
端
を
知
っ
て
愕
然
と
す
る
。
一
一
四
八
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
ラ
ン
ス
教
会
会

議
の
カ
ノ
ン
第
十
八
条
は
、
カ
タ
リ
派
異
端
に
言
及
し
た
最
初
の
教
令
で
あ
る（

（（（
（

。

こ
れ
に
つ
づ
く
教
会
会
議
は
繰
返
し
カ
タ
リ
派
へ
の
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

そ
し
て
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
は
カ
タ
リ
派
の
取
締
り
の
強
化
を
命
じ
る
に
い

た
っ
た（

（（（
（

。
し
か
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
カ
タ
リ
派
異
端
が
「
素
朴

な
人
、
か
弱
い
人
」《sim

plices et infirm
os

》
を
味
方
に
引
き
つ
け
て
い
る
と

教
令
が
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
カ
タ
リ
派
は
、
社
会
的
弱
者
に
働
き
か

け
て
彼
ら
の
共
感
と
支
持
を
取
り
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ラ
テ
ラ
ノ

公
会
議
で
確
認
さ
れ
た
司
牧
体
制
の
限
界
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
た
と
い
っ
て
よ

い
。
四
十
年
代
後
半
に
は
ア
ル
ナ
ル
ド
が
ロ
ー
マ
に
や
っ
て
き
て
説
教
活
動
を
再

開
し
た（

（（（
（

。
破
門
さ
れ
た
ア
ル
ナ
ル
ド
は
や
が
て
元
老
院
と
同
盟
を
む
す
び
、
コ

ム
ー
ネ
運
動
に
加
わ
っ
た
。
五
十
年
代
初
頭
に
は
コ
ム
ー
ネ
の
指
導
者
に
な
っ
て

い
る
。
修
道
服
を
ま
と
い
断
食
で
や
つ
れ
た
姿
で
、
カ
ピ
ト
リ
ウ
ム
丘
の
廃
墟
に

亡
霊
の
よ
う
に
突
っ
立
っ
て
、
元
老
院
議
員
や
ロ
ー
マ
市
民
を
前
に
使
徒
的
清
貧

と
モ
ラ
ル
の
純
化
を
訴
え
、
教
皇
と
枢
機
卿
の
奢
侈
と
権
力
の
濫
用
を
批
判
し
た

の
で
あ
る
。
彼
の
獅
子
吼
は
大
き
な
反
響
を
よ
び
、
と
く
に
女
性
の
中
に
熱
狂
的
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四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
教
皇
権
は
ド
イ
ツ
王
だ
け
で
は
な
く
シ
チ

リ
ア
王
、
ロ
ー
マ
市
民
を
も
敵
に
ま
わ
し
か
ね
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
教
皇
は
一

時
代
の
終
り
を
は
っ
き
り
感
じ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ル
キ
ウ
ス
二
世
を
最
後
に

「
二
世
」
名
教
皇
は
終
り
を
つ
げ
た
。
偽
イ
シ
ド
ル
ス
法
令
集
に
は
ま
だ
使
用
可

能
な
教
皇
名
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
継
教
皇
は
そ
の
使
用

を
断
念
し
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。
我
々
は
十
二
世
紀
四
十
年
代
を
も
っ
て
、
お
よ
そ
一
世

紀
つ
づ
い
た
改
革
教
皇
権
の
終
焉
の
時
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

省
略
記
号
表
（
追
加
）

BPC	
Bullaire du Pape C

alixte Ⅱ
. Paris 1891, éd.par U

.Robert.

Bull.C	
B

ullarium
 Sacri O

rdinis C
luniacensis.L

yon 1680,ed.par P
.        

Sim
on.  

FEC	
Frutolfs und Ekkehards C

hroniken und die anonym
e K

aiserchronik. 

D
arm

stadt 1972, übersetzt von Franz-Josef Schm
ale und Irene 

Schm
ale-O

tt (
A

usgew
ä hlte Q

uellen zur deutschen Geschichte 

des M
ittelalters. Bd.15)

PN	
D

as Papsttum
 und die süditalienischen N

orm
annenstaaten 1053-1212. 

Göttingen 1969, eingeleitet und zusam
m

engestellt von J.D
eér.  

TF	
O

tto von Freising, D
ie Taten Friedrichs oder richtiger Chronica, übersetzt 

von A
.Schm

idt,hg.von F.-J.Schm
ale,D

arm
stadt 21974(

1965) 

注

(

１)
B.Schilling, G

uido von Vienne-Papst C
alixt Ⅱ

. H
annover 1998, 15ff. 

(

２)
ʻO

btineat A
ecclesia quod Christi est, habeat im

perator quod suum
 est.ʼ: 

BPC, n
0 278; JL, 6950. 

ロ
ベ
ー
ル
は
本
書
簡
の
作
成
日
付
を
一
一
二
二
年
二
月
十

九
日
と
推
定
し
た
が
、
一
一
一
九
年
の
誤
り
で
あ
る
。cf. J.H

aller, D
as Papsttum

. 

Idee und W
irklichkeit. H

am
burg 1965, Ⅱ

,363; W
.Goez, K

irchenreform
 und 

Investiturstreit 910-1122. Stuttgart 2000, 178f. 197. 

（
３
）O

.Schum
ann, D

ie päpstlichen Legaten in D
eutschland zur Zeit H

einrichs Ⅳ
. und 

H
einrichs Ⅴ

.(1056-1125).(Inaugural-D
issertation M

arburg) M
arburg 1912, 

94-6,192. 

(

４)
FEC, 340f. ; Schum

ann, op.cit., 192f. 

(

５)
FEC, 340-3. 

(
６)

H
essonis Scholastici Relatio de C

oncilio Rem
ensi (

ed. W
.W

attenbach),in: 

M
G

H
, Libelli t.Ⅲ

, 21-8; M
G

H
, SS t.Ⅻ

, 422-8.　

当
該
報
告
書
の
史
料
的
価
値

に
つ
い
て
は
以
下
の
箇
所
を
み
よ
。J.H

aller,“D
ie V

erhandlungen von 
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革
（
三
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関
口

二
五

M
ouzon. Zur V

orgeschichte des W
orm

ser K
onkordats”, N

eue 

H
aidelberger Jahrbücher 2(

1892), 147-64; w
ieder abgedruckt in: 

D
ers., Abhandlungen zur G

eschichte des M
ittelalters. 1944, 175-95, bes.177-

82. 

(

７)
H

essonis,op.cit., 22. 

(

８)
ʻEia, inquit, sic fiat. N

on quaero am
pliusʼ: ibid. 

(

９)

ラ
ン
ス
教
会
会
議
に
つ
い
て
は
次
の
研
究
を
参
照
。R.Foreville, Latran Ⅰ

,Ⅱ
,Ⅲ

 

et Latran Ⅳ
. Paris 1965, 34-43; Schilling, op.cit., 416-26.　

オ
ル
デ
リ
ッ
ク=

ヴ
ィ
タ
ー
リ
ス
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
は
当
教
会
会
議
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ

る
。cf. M

.Chibnall, The Ecclesiastical H
istory of O

rderic Vitalis. V
ol.Ⅵ

, 

Book Ⅻ
, O

xford 1978, 252-77. 

さ
ら
に
関
口
武
彦
「
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公

会
議
」
『
山
形
大
学
紀
要
・
社
会
科
学
』
第
三
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）

（
以
下
、
公
会
議
と
略
記
）
二
ー
三
頁
。 

(

10)
H

essonis,op.cit.,25. 

(

11)
ʻne forte aut possessiones antiquas aecclesiarum

 sibi conetur vendicare, 

aut iterum
 de eisdem

 episcopos investire.ʼ: ibid. 

(

12)
H

essonis,op.cit.,26. 

(

13)
Ibid.,27. 

(

14)
Chibnall, op.cit.,264-7. 

(

15)
H

.Z
atschek,“B

eiträge zur B
eurteilung H

einrichs Ⅴ
.Ⅰ

. D
ie 

V
erhandlungen des Jahres 1119 ”, D

eutsches Archiv für G
eschichte des 

M
ittelalters 7(

1944),48-78.  

(

16)
Ibid.,77. 

(

17)
M

.Stroll,“Calixtus Ⅱ
: A

 Reinterpretation of H
is Election and the End 

of the Investiture Contest”, Studies in M
edieval and Renaissance H

istory 

3(
1980),3-53. 

(

18)
S.A

.Chodorow
,“Ecclesiastical Politics and the Ending of the Investiture 

Contest: T
he Papal Election of 1119 and the N

egotiations of M
ouzon”, 

Speculum
 46(

1971),613-40. 

(

19)
Ibid.,634f. 

(

20)
H

aller,“D
ie V

erhandlungen

…”, op.cit.,182ff.; id., D
as Papsttum

,364f.; 

T
h.Schieffer,“N

ochm
als die V

erhandlungen von M
ouzon(

1119)”,in: 

F
estschrift für E

.E
.Stengel. M

ünster 1952,324-41, bes.335,340. cf. 

I.S.Robinson, The Papacy 1073-1198. Cam
bridge 1990,436. 

(

21)

関
口
武
彦
「
教
皇
改
革（
二
）」『
山
形
大
学
紀
要
・
社
会
科
学
』
第
四
十
二
巻
第
二

号（
二
〇
一
二
年
）二
三
頁
。

(

22)
ʻF fidelia pronusʼ, ʻF hum

ilis episcopus om
nia fideliaʼ: F.Behrends(

ed.

and trans.), The Letters and Poem
s of Fulbert of C

hartres. O
xford 1976, 

Letters N
os.62,125. 

(
23)

H
ugonis M

onachi Floriacensis Tractatus de Regia Potestate et Sacerdotali 



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
三
巻
第
一
号

二
六

D
ignitate(

ed,E.Sackur),in : M
G

H
,Libelli,t.Ⅱ

,465-84. 

(

24)
ʻIgitur rex instinctu Spiritus sancti potest praesulatus honorem

 

religioso clerico tribuere.ʼ: ibid.,472. cf. J.van W
ijnendaele, Propagande et 

polém
ique au M

oyen Âge. Bréal 2008,221-9. 

Ａ
・
フ
リ
シ
ュ
（
野
口
洋
二
訳
）

『
叙
任
権
闘
争
』
創
文
社
、
一
九
七
二
年
、
一
六
五
頁
以
下
。       

(

25)
P.Im

bart de la T
our, Les élections épiscopales dans l' église de France du Ⅸ

e 

au Ⅻ
e siècle. Paris 1891,452. 

(

26)

関
口
武
彦
「
改
革
教
皇
権
の
危
機　

一
一
一
一
ー
一
一
一
二
年
」『
山
形
大
学
紀

要
・
社
会
科
学
』
第
二
十
四
巻
第
一
号（
一
九
九
三
年
）一
一
四
頁
。 

(

27)
H

essonis,op.cit.,27. 

(

28)
Ibid.,28. 

(

29)

関
口
武
彦
「
教
皇
改
革
と
十
分
の
一
税
」『
山
形
大
学
紀
要
・
社
会
科
学
』
第
三
十

八
巻
第
二
号（
二
〇
〇
八
年
）三
九
ー
四
〇
頁
。

(

30)
ʻnon suim

et arbitrio nec suorum
 quorum

libet contentione, sed iuxta 

senatus consultum
 concludi

…concessit.ʼ: FEC, 352.

(

31)
ʻD

om
nus inperator apostolice sedi obediat. E

t de calum
pnia,quam

 

adversus eum
 habet eclesia, ex consilio et auxilio principum

 inter 

ipsum
 et dom

num
 papam

 com
ponatur, et sit firm

a et stabilis pax, ita 

quod dom
nus inperator que sua et que regni sunt habeat, eclesie et 

unusquisque sua quiete et pacifice possideant.ʼ: M
G

H
,C

onstitutiones 

Ⅰ
,N

r.106,158.

(

32)
ʻregalia vel fiscalia regno, aecclesiastica aecclesiisʼ: FEC

, 352.

(

33)
H

.Büttner,“Erzbischof A
dalbert von M

ainz, die K
urie und das Reich in 

den Jahren 1118 bis 1122”,in: J.Fleckenstein(
H

g.), Investiturstreit und 

Reichsverfassung(
V

orträge und Forschungen X
V

II) M
ünchen 1973,395-

410 bes.403f.; E.Boshof, D
ie Salier.Stuttgart 42000(

1987),293f. 

(

34)

鹿
子
木
幹
雄
「
ヴ
ォ
ル
ム
ス
協
約
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
西
洋
中
世
世
界
の
展
開
』

（
堀
米
庸
三
編
）
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
一
二
五
ー
六
頁
。
ド
イ
ツ

の
叙
任
権
闘
争
に
関
し
て
は
、
梅
津
尚
志
「
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
理
念
と
ド
イ
ツ
に
お

け
る
叙
任
権
闘
争
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
キ
リ
ス
ト
教
史
・
二
』
中
央
出
版
社
、
一
九
七

一
年
、
四
一
九
ー
五
一
頁
を
参
照
。 

(

35)

ド
ル
大
司
教
ボ
ー
ド
リ
宛
の
召
集
令
状
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。cf. JL,6977(

1122.6.25)  

(

36)

ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
は
ヘ
ン
リ
ー
一
世
の
女
婿
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会    

事
情
に
は
通
じ
て
い
た
。cf. K

.Leyser,“England and the Em
pire in the 

Early T
w

elfth Century”, Transactions of the Royal H
istorical Society,5th 

series,10(
1960),61-83.　

ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
に
つ
い
て
は
、A

.F
liche, La 

R
éform

e grégorienne et la R
econquête chrétienne(1057-1125). Paris 

1946,387-90; P.C
lassen,“D

as W
orm

ser K
onkordat in den deutschen 

V
erfassungsgeschichte”,in: F

leckenstein(
H

g.), op.cit.,411-60; 

W
.H

artm
ann, D

er Investiturstreit. M
ünchen 1993,42f. 

協
約
文
書
は
、



教
皇
改
革
（
三
） 

― 

関
口

二
七

M
G

H
,C

onstitutiones Ⅰ
,N

rn.107,108 

に
収
録
。
邦
訳
は
、
鹿
子
木
幹
雄
「
ヴ
ォ

ル
ム
ス
協
約
」
『
西
洋
法
制
史
料
選
Ⅱ　

中
世
』
創
文
社
、
一
九
七
八
年
、
九

〇
ー
九
八
頁
。

(

37)
F

liche, op.cit.,387; J.F
ried,“D

er R
egalienbegriff im

 11.und 12.

Jahrhundert”, D
eutsches A

rchiv für E
rforschung des M

ittelalters 

29(
1973),516f.

《regalia S. Petri

》
は
す
で
に
一
〇
五
九
年
の
ロ
ベ
ル
ト=

グ
ィ

ス
カ
ル
ド
の
誓
約
文
書
の
中
で
言
及
さ
れ
た
。
パ
ス
カ
リ
ス
二
世
は
一
一
一
一
年

の
ス
ト
リ
協
定
、
ポ
ン
テ=
マ
ン
モ
ー
ロ
協
定
に
お
い
て
「
ロ
ー
マ
教
会
の
世
襲
領

と
財
産
」（
＝
聖
ペ
ト
ロ
の
レ
ガ
リ
ア
）の
返
還
を
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
義
務
づ
け
て
い

る
。
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
に
よ
っ
て
「
聖
ペ
ト
ロ
の
レ
ガ
リ
ア
」
は
皇
帝
に
よ
っ
て

最
終
的
に
承
認
さ
れ
、
笏
レ
ー
ン
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
た
の
で
あ
る
。cf. R

.

L.B
enson, The Bishop-Elect: A Study in M

edieval Ecclesiastical O
ffice. 

Princeton 1968,227; U
.-R

.B
lum

enthal,“Patrim
onia and R

egalia in 

1111”,in: K
.Pennington and R.Som

erville(
ed.), Law,C

hurch and Society: 

Essays in honor of Stephen K
uttner. Pennsylvania 1977,9-20. 

(

38)
Robinson, op.cit.,434. 

(

39)
FEC,358f. 

(

40)
Classen, op.cit.,459f. 

(

41)
JL,6995. 

(

42)
Foreville, op.cit.,44ff. 

関
口
、
公
会
議
、
四
頁
以
下
。
公
会
議
の
カ
ノ
ン
に
つ
い
て

は
、C

O
D

,190-4

を
み
よ
。

(

43)
Suger, Vie de Louis Ⅵ

 le G
ros, éd.et trad. par H

.W
aquet, Paris 

21964(
1929),214f.

(

44)
Schilling, op.cit.,533f.; Foreville, op.cit.,51. 

(

45)

関
口
、
公
会
議
、
五
頁
。

(

46)

同
前
。

(

47)
C

O
D

,194. 

(

48)
ʻIn parochialibus ecclesiis presbyteri per episcopos constituantur, qui 

eis respondeant de anim
arum

 cura et de iis quae ad episcopum
 

pertinent. D
ecim

as et ecclesias a laicis non suscipiant absque consensu 

et voluntate episcoporum
 et si aliter praesum

ptum
 fuerit, canonicae 

ultioni subiaceant.ʼ: ibid.

(

49)
ʻServitium

 quod m
onasteria aut eorum

 ecclesiae a tem
pore Gregorii 

papae Ⅶ
 usque ad hoc tem

pus fecere, et nos concedim
us.Possessiones 

ecclesiarum
 et episcoporum

 tricennales abbates vel m
onachos habere, 

om
nim

odis prohibem
us.ʼ: ibid. 

(

50)

関
口
武
彦『
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
制
の
研
究
』南
窓
社
、
二
〇
〇
五
年
、
三
六
八
ー
七

一
頁
、
三
八
四
頁
以
下
。

(

51)
Chibnall, op.cit.,268f. 

(
52)

Ibid.,310f. 



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
三
巻
第
一
号

二
八

(
53)

Bull.C,30; JL,5676(
1097.1.9). 

(

54)
Bull.C,38f.; JL,6821(

1120,2,22). cf. Schilling, op.cit.,569ff.

(

55)

関
口
、
前
掲
書
、
三
九
三
頁
。

(

56)

同
前
。
ポ
ン
ス
と
オ
デ
リ
シ
ウ
ス
の
失
脚
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た

い
。G.T

ellenbach,“D
er Sturz des A

btes Pontius von Cluny und seine 

geschichtliche Bedeutung”, Q
uellen und Forschungen aus italienischen 

Archiven und Bibliotheken 42(
1963),13-55; H

.H
offm

ann,“Petrus D
iaconus, 

die H
erren von T

usculum
 und der Sturz O

derisiusʼⅡ
.von M

ontecassino”, 

D
eutsches Archiv für Erforschung des M

ittelalters 27(
1971),1-109. 

(

57)

関
口
武
彦
「
改
革
教
皇
の
枢
機
卿
政
策
」『
山
形
大
学
紀
要
・
人
文
科
学
』
第
十
三

巻
第
一
号（
一
九
九
四
年
）一
五
九
頁
。

(

58)

尚
書
院
長
就
任
は
一
一
二
三
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
あ
い
だ
で
あ

ろ
う
。cf. R.H

üls, K
ardinäle,K

lerus und K
irchen Rom

s 1049-1130. T
übingen 

1977,236.　

ハ
イ
メ
リ
ク
ス
の
活
動
に
つ
い
て
は
、F.-J.Schm

ale, Studien zum
 

Schism
a des Jahres 1130. K

öln/Graz 1961,105ff.

に
詳
し
い
。 

(

59)
LP,Ⅱ

,327. 

(

60)
H

üls, op.cit.,106. 

ヒ
ュ
ル
ス
は
ラ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
が
サ
ン
タ=

プ
ラ
ッ
セ
ー
デ
の
司

祭
枢
機
卿
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
て
い
る（ibid.,215)

。

(

61)
H

L,Ⅴ
-1,668f. 

(

62)

関
口
「
改
革
教
皇
の
枢
機
卿
政
策
」
一
五
九
頁
。

(

63)
J.D

eér,“T
he D

ynastic Porphyry T
om

bs of the N
orm

an Period in Sicily”, 

D
um

barton O
aks Studies 5(

1959),120-5. 

(

64)

関
口
武
彦
「
一
一
三
〇
年
の
シ
ス
マ
と
枢
機
卿
団
」『
歴
史
に
お
け
る
宗
教
と
国
家
』

（
佐
藤
伊
久
男
・
松
本
宣
郎
編
）南
窓
社
、
一
九
九
〇
年（
以
下
、
シ
ス
マ
と
略
記
）

二
四
三
ー
九
〇
頁
。
シ
ス
マ
を
め
ぐ
る
研
究
史
と
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
同
論

文
、
二
四
三
ー
八
頁
を
み
よ
。
さ
ら
に
、A

.K
eller, M

achtpolitik im
 M

ittelalter-

D
as Schism

a von 1130 und Lothar Ⅲ(
Studien zur Geschichtsforschung 

des M
ittelalters Band 19) H

am
burg 2003 

が
近
年
の
研
究
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
る
。

(

65)

関
口
武
彦
「
教
皇
改
革（
二
）」
一
五
ー
六
頁
。

(

66)
H

.-W
.K

lew
itz,“D

as Ende des Reform
papsttum

s”, D
eutsches Archiv für 

G
eschichte des M

ittelalters 3(
1939),371-412,jetzt in:id., Reform

papsttum
 und 

K
ardinalkolleg. D

arm
stadt 1957,209-59. 

(

67)
F.-J.Schm

ale, Studien zum
 Schism

a des Jahres 1130. K
öln/Graz, 1961. 

(

68)
Classen,“Zur Geschichte Papst A

nastasiusʼⅣ
.”, Q

uellen und Forschungen 

aus italienischen Archiven und Bibliotheken 48(
1968),36-63; W

.M
aleczek,

“D
as K

ardinalskollegium
 unter Innocenz Ⅱ

. und A
naklet Ⅱ

.”, AH
P 

19(
1981),27-78; id., Papst und K

ardinalskolleg von 1191 bis 1216. W
ien 

1984,218ff.; T
.Reuter,“Zur A

nerkennung Papst InnocenzʼⅡ
. Eine neue 

Q
uelle”, D

eutsches Archiv für Erforschung des M
ittelalters 39(

1983),395-416. 



教
皇
改
革
（
三
） 

― 

関
口

二
九

(

69)

関
口
、
公
会
議
、
八
頁
。

(
70)

関
口
、
シ
ス
マ
、
二
六
二
ー
九
頁
。

(
71)

E.V
acandard,“Saint Bernard et le schism

e dʼA
naclet Ⅱ

 en France”, 

Revue des questions historiques 43(
1888),88; Schm

ale, op.cit.,31. 

(

72)
ʻm

aiorem
 venalis urbis partem

 em
ere studuit, corrum

pens m
aiores et 

m
inores opprim

ens; vulgus etiam
 ita sibi astrinxit ut preter 

Frangepanum
 et Cursorum

 m
unitiones pape Innocentio nullum

 in 

U
rbe subsidium

 rem
aneret.ʼ: LP,Ⅱ

,380. 

(

73)

レ
オ=

フ
ラ
ン
ジ
パ
ー
ニ
の
ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
家
へ
の
屈
服
は
三
月
三
日
か
ら
六
日

の
あ
い
だ
に
起
っ
た
。cf. W

.Bernhardi, Lothar von Supplinburg. Leipzig 

1879,311. 

(

74)
PL,t.179, epistula 18,cols.706f. ; JL,8388. 

(

75)
M

aleczek, Papst und K
ardinalskolleg…

, 218. 

(

76)
A

.Chroust,“D
as W

ahldekret A
naklets Ⅱ

.”, M
itteilungen des Instituts für 

österreichische G
eschichtsforschung 28(

1907), 348-55,bes.348. 

(

77)
B.Schim

m
elphennig,“Päpstliche Liturgie und päpstliches Zerem

oniell 

im
 12.Jahrhundert”,in: E

.-D
.H

ehl,I.H
.R

ingel,und H
.Seibert(

H
g.), D

as 

Papsttum
 in der W

elt des 12.Jahrhunderts. Stuttgart 2002,263-72. 

(

78)
W

.Janssen, D
ie päpstlichen Legaten in Frankreich vom

 Schism
a Anaklets 

Ⅱ
.bis zum

 Tode C
oelestins Ⅲ

 ( 1130-1198).K
öln/Graz 1961.1-4,bes.2. 

(

79)

関
口
、
シ
ス
マ
、
二
八
二
頁
。

(

80)
Chibnall, op.cit.,266f. 

(

81)
D

.Berger,“T
he A

ttitude of St.Bernard of Clairvaux tow
ard the Jew

s”, 

Proceedings of the Am
erican Academ

y for Jew
ish Research 40(

1972),89-108. 

(

82)
ʻU

t enim
 constat Iudaicam

 sobolem
 sedem

 Petri in Christi occupasse 

iniuriam
ʼ: Sancti Bernardi O

pera,ed.J.Leclercq et H
.M

.Rochais,Ⅶ
,Rom

a 

1974,epistola 139,335f. 

(

83)

関
口
、
シ
ス
マ
、
二
八
〇
ー
一
頁
。

(

84)
Classen,“La curia rom

ana e le scuole di Francia nel secolo Ⅻ
”,in: Le 

Istituzioni ecclesiastiche della

《Societas C
hristiana

》dei secoli Ⅺ
-Ⅻ

. M
ilano 

1974,432-6. 

(

85)
M

aleczek,“D
as K

ardinalskollegium

…”, op.cit.,59ff. 

(

86)
Robinson, op.cit.,73. 

(

87)
Schm

ale, op.cit.,220. 

(

88)

ロ
ー
タ
ル
宛　

JL,8371,8388. 

ル
イ
六
世
と
息
子
フ
ィ
リ
ッ
プ
宛　

JL,8380,8381. 

ガ
リ
ア
の
司
教
宛 JL,8372a,8386. 

ク
リ
ュ
ニ
ー
宛　

JL,8376.

(

89)

ア
ナ
レ
ク
ト
ゥ
ス
二
世
が
一
一
三
〇
年
か
ら
一
一
三
七
年
ま
で
に
発
給
し
た
文
書

は
、JL,8370-8432

に
登
録
さ
れ
、
総
数
六
十
二
通
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ン
ノ
ケ
ン

テ
ィ
ウ
ス
二
世
が
発
給
し
た
文
書
は
、JL,7403-8369

に
登
録
さ
れ
、
文
書
数
は
合

計
九
百
六
十
六
通
に
達
す
る
。
両
派
尚
書
院
の
活
動
量
が
桁
違
い
で
あ
る
こ
と
が



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
三
巻
第
一
号

三
〇

理
解
で
き
よ
う
。 

(

90)
関
口
、
シ
ス
マ
、
二
七
六
頁
以
下
。

(

91)

同
前
、
二
七
八
頁
。

(

92)
PN,X

V
II-2,62-4; JL,8411. ʻsi in nobis vel in nostris successoribus non 

rem
anserit; non ideo honoris seu dignitatis vel terre sue paciantur 

dim
inucionem

.ʼ: ibid.,63. 

(

93)
ʻsi m

ea culpa non rem
anserit, firm

averint investituram
 a te m

ihi 

concessam
.ʼ: PN,Ⅸ

-18,31.

(

94)
A

.H
auck, K

irchengeschichte D
eutschlands. Ⅳ

,Leipzig 1903,143f.; 

Benson, op.cit.,251ff.  

(

95)
Vita N

orberti,Archiepiscopi M
agdeburgensis (

ed.R.W
ilm

ans),in: M
G

H
,SS 

Ⅻ
,C.21,702.  

(
96)

ʻN
os igitur, m

aiestatem
 im

perii nolentes m
inuere sed augere, 

im
peratoriae dignitatis plenitudinem

 tibi concedim
us et debitas et 

canonicas consuetudines presentis scripti pagina confirm
am

us. 

Interdicim
us autem

, ne quisquam
 eorum

, quos in T
eutonico regno ad 

pontificatus honorem
 vel abbatiae regim

en evocari contigerit, regalia 

usurpare vel invadere audeat, nisi eadem
 prius a tua potestate 

deposcat, quod ex his, quae iure debet tibi, tuae m
agnificentiae faciat.ʼ: 

M
G

H
,C

onstitutiones Ⅰ
,N

r.116,168f.; JL,7632. 

(

97)

久
保
正
幡
・
石
川
武
・
直
居
淳
訳『
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
・
ラ
ン
ト
法
』創
文

社
、
一
九
七
七
年
、
第
百
六
十
一
条
、
三
〇
六
頁
。

(

98)
Bernhardi, op.cit.,346f.; H

auck, op.cit.,143. 

(

99)
Schm

ale, op.cit.,200-2. 

(

100)
W

.Petke, K
anzlei,K

apelle und königliche K
urie unter Lothar Ⅲ

( 1125-1137). 

K
öln/W

ien 1985,427,314.  

(

101)

第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
つ
い
て
は
、
関
口
、
公
会
議
、
八
頁
以
下
を
み
よ
。　

cf. Foreville, op.cit.,73-95.  

(

102)

カ
ノ
ン
の
概
要
に
関
し
て
は
、H

L,Ⅴ
-1,676-721.

を
参
照
。

(

103)

関
口
武
彦
「
聖
職
者
独
身
制
の
形
成
―
教
皇
改
革
の
理
解
の
た
め
に
―
」『
歴
史
学

研
究
』第
七
五
四
号（
二
〇
〇
一
年
）二
九
頁
。

(

104)
M

.C.M
iller,“M

asculinity, Reform
, and Clerical Culture: N

arratives of 

Episcopal H
oliness in the Gregorian Era”, C

hurch H
istory 72-1(

2003),25-

52. 

(

105)

マ
ル
ク=

ブ
ロ
ッ
ク（
井
上
泰
男
・
渡
辺
昌
美
共
訳
）『
王
の
奇
跡
―
王
権
の
超
自
然

的
性
格
に
関
す
る
研
究
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
―
』
刀
水
書
房
、

一
九
九
八
年
、
二
八
一
ー
三
頁
。

(
106)

Im
bart de la T

our, op.cit.,513-30. 

司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
の
み
に
よ
る
司
教
選

挙
制
の
確
立
は
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
期
と
い
わ
れ
て
い
る(J.Becquet,“Lʼéléction 

épiscopale de Lim
oges et lʼabbaye de Saint-M

artial au Ⅻ
e siècle”, Revue 



教
皇
改
革
（
三
） 

― 

関
口

三
一

M
abillon 60(

1982),193-200

）
。
だ
が
司
教
選
挙
へ
の
普
通
法
の
適
用
も
短
命
に

お
わ
っ
た
。
教
皇
留
保
権
と
教
皇
直
任
権
の
行
使
に
よ
っ
て
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ

ス
四
世
期（
一
二
四
三
ー
五
四
年
）に
は
普
通
法
の
一
般
的
な
適
用
は
止
む
の
で
あ

る
。cf. G.Barraclough,“T

he M
aking of a Bishop in the M

iddle A
ges: 

T
he Part of the Pope in Law

 and Fact”, C
atholic H

istorical Review 

19(
1938),275-319. 

(

107)

同
時
期
に
リ
エ
ー
ジ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
著
名
な
論
考『
教
会
内
の
多
様
な
身
分
と
宗

教
生
活
に
つ
い
て
の
覚
書
』（Libellus de diversis ordinibus et professionibus qui 

sunt in aecclesia

）に
も
、
先
例
を
見
出
し
え
な
い
在
俗
修
道
士
《m

onachi 

seculares

》
へ
の
言
及
が
あ
る
。
彼
ら
は
修
道
誓
願
を
立
て
ず
、
上
長
を
知
ら
な

い
し
、
特
定
教
団
に
も
所
属
し
て
い
な
い
。
こ
の
種
の
修
道
士
が
近
年
増
加
し
つ

つ
あ
る
こ
と
に
著
者
は
困
惑
し
、
か
つ
警
戒
し
て
い
る
。
来
る
べ
き
時
代
の
宗
教

運
動
の
担
い
手
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
す
在
俗
修
道
士
の
出
現
は
西
欧
的
な

現
象
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
関
口
武
彦
「“D

iversi sed non-adversi”｣

『
山
形

大
学
紀
要
・
社
会
科
学
』
第
十
八
巻
第
一
号（
一
九
八
七
年
）一
五
七
ー
九
一
頁
を

参
照
。 

(

108)
E.W

erner, Pauperes C
hristi: Studien zu sozial-religiösen Bew

egungen in 

Zeitalter des Reform
papsttum

s. Leipzig 1956,25-52 ; K
.Bosl,“D

as V
erhältnis 

von A
ugustinerchorherren (

R
egularkanoniker), Seelsorge und 

Gesellschaftsbew
egung in Europa im

 12.Jahrhundert”, in: Istituzioni 

m
onastiche e istituzioni canonicali in O

ccidente( 1123-1215), M
ilano 

1980,419-549,bes.531-49; id., Arm
ut C

hristi: Ideal der M
önche und K

etzer, 

Ideologie der aufsteigenden G
esellschaftsschichten vom

 11.bis zum
 13.

Jahrhundert. M
ünchen 1981; L.K

.Little, Religious Poverty and the Profit 

Econom
y in M

edieval Europe. London 1978,70ff. 

(

109)

関
口
、
前
掲
論
文
、
一
八
九
頁
。

(

110)

Ｈ
・
グ
ル
ン
ト
マ
ン（
今
野
国
雄
訳
）『
中
世
異
端
史
』
創
文
社
、
一
九
七
四
年
、

三
〇
頁
以
下
。

(

111)
R.B.Brooke, The C

om
ing of the Friars. London 1975,63ff. 

(

112)

カ
ノ
ン
第
九
条
を
参
照
。cf. C

O
D

,215f. 

(

113)
H

L,Ⅴ
-1,687. 

(

114)

ト
ゥ
ー
ル
教
会
会
議
（
一
一
六
三
年
）
カ
ノ
ン
第
八
条
、
パ
リ
教
会
会
議
（
一
一

一
二
ー
三
年
）
第
二
部
カ
ノ
ン
第
二
十
条
を
み
よ
。cf. H

L,Ⅴ
-2,972,1312. 

(

115)
M

ansi, t.21,col.1179. 

(

116)

関
口
、
前
掲
書
、
第
四
章
お
よ
び
第
五
章
。

(

117)
W

erner, op.cit.,53-76; Bosl, Arm
ut C

hristi,39ff. ｢

巡
歴
説
教
運
動
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
史
の
最
初
の
女
性
解
放
で
あ
っ
た
」（Bosl, ibid.,42)

。

(

118)
G.W

.Greenaw
ay, Arnold of Brescia. Cam

bridge 1931. 

が
、
今
な
お
ア
ル
ナ

ル
ド
に
関
す
る
基
本
的
文
献
で
あ
る
。
さ
ら
に
、Little, op.cit.,109f.; Brooke, op.

cit.,69-71.



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
三
巻
第
一
号

三
二

(
119)

TF,Ⅱ
-30,340f. 

(

120)
ʻD

icebat enim
 nec clericos proprietatem

 nec episcopos regalia nec 

m
onachos possessiones habentes aliqua ratione salvari posse.ʼ: ibid.   

(

121)
W

.M
ap, D

e N
ugis C

urialium
 (

ed. and trans. by M
.R

.Jam
es) O

xford 

1983,80-3. 

関
口
、
公
会
議
、
一
一
頁
。

(

122)
John of Salisbury, H

istoria Pontificalis (
ed. and trans. by M

.Chibnall) 

O
xford 1986(

1956),64f. 
関
口
、D

iversi

、
一
九
〇
頁
。

(

123)

関
口
武
彦「
教
皇
改
革（
一
）ー
一
」『
山
形
大
学
紀
要
・
社
会
科
学
』
第
四
十
一
巻

第
二
号（
二
〇
一
一
年
）二
頁
。

(

124)

こ
の
重
要
な
教
理
に
つ
い
て
は
、
Ｋ
・
ア
ダ
ム（
吉
満
義
彦
訳
）『
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

の
本
質
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
、
第
七
、
第
八
章
を
み
よ
。

(

125)

グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
教
令
集
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、C

hodorow
, C

hristian 

Political Theory and C
hurch Politics in the M

id-Tw
elfth C

entury: The 

Ecclesiology of G
ratian's D

ecretum
. Berkeley 1972, 255-9.

を
参
照
。

(

126)
C

IC, X
X

V
, X

X
X

I. 

(

127)
Chodorow

, op.cit.,47ff. 

イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
側
近
に
は
、
ハ
イ
メ
リ
ク

ス
を
は
じ
め
と
し
て
法
学
に
精
通
し
て
い
た
者
が
少
な
く
な
い
。cf.R.Som

erville,

“Pope Innocent Ⅱ
 and the Study of Rom

an Law
”, Revue des études 

islam
iques 44(

1976),105-14. 

(

128)

関
口
、
前
掲
書
、
四
〇
五
頁
。

(

129)

関
口
武
彦
「
ロ
ー
マ
教
皇
庁
と
情
報
」『
歴
史
学
研
究
』
第
六
二
五
号（
一
九
九
一

年
）五
〇
頁
。

(

130)
JL,8042,8043. cf. Ribinson, op.cit.,385ff. 

(

131)
Greenaw

ay, op.cit.,99-118; F.Gregorovius, G
eschichte der Stadt Rom

 im
 

M
ittelalter vom

 Ⅴ
. bis zum

 XVI. Jahrhundert. B
and Ⅱ

-1,D
arm

stadt 
21988(

1978),193ff.

(

132)
Gregorovius, op.cit.,207f. 

(

133)

Ａ
・
ボ
ル
ス
ト（
藤
代
幸
一
訳
）『
中
世
の
異
端
カ
タ
リ
派
』
新
泉
社
、
一
九
七
五

年
、
八
五
頁
以
下
。

(

134)
｢

何
ぴ
と
も
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
そ
の
他
の
地
域
に
留
ま
っ
て
い
る
異

端
者
と
そ
の
追
従
者
を
支
援
し
た
り
保
護
し
て
は
な
ら
ぬ
」（M

ansi, t. 21,col.718)

。

モ
ン
ペ
リ
エ（
一
一
六
二
年
）、
ト
ゥ
ー
ル（
一
一
六
三
年
）の
教
会
会
議
で
も
カ
タ

リ
派
へ
の
警
戒
を
よ
び
か
け
た
。

(

135)
C.27: C

O
D

,224. 

(

136)
Gregorovius, op.cit.,211ff. 

(

137)

関
口
武
彦
「
改
革
教
皇
の
改
名
」『
山
形
大
学
紀
要
・
人
文
科
学
』
第
十
二
巻
第
四

号（
一
九
九
三
年
）五
七
頁
以
下
。B

.-U
.H

ergem
öller, D

ie G
eschichte der 

Papstnam
en. M

ünster 1980,77. 



教
皇
改
革
（
三
） 

― 

関
口

三
三

  La Réforme Pontificale（Ⅲ）

Takehiko SEKIGUCHI

  Ce qui fut déterminant pour parvenir au concordat de 1122 fut la reconnaissance 

par Calixte Ⅱ d'un droit royal sur les biens et les droits transmis à l'Église. 

L'entente ne fut possible que lorsque chacun des partis reconnut les droits de 

l'autre. C'est ce que l'on fit au concordat de Worms, qui assurait à l'Église la libre 

élection des prélats, et à l'empereur une influence notable sur ces élections. 

Heinrich Ⅴ renonçant à l'investiture par les symboles religieux de la crosse et de 

l'anneau, les biens temporels se trouvaient nettement séparés des biens spirituels. 

Cette séparation répondait à l'accord anglais de 1107.En Angleterre, par le 

compromis de Londres en août 1107, le roi renonce à toute investiture par la 

crosse et l'anneau, mais garde le droit à l'hominium. En Allemagne, en 1122, 

l'investiture des biens ecclésiastiques se fait par le sceptre, mais, là encore, 

l'hominium est maintenu. 

  La ratification du concordat de Worms fut l'objet principale du premier concile 

de Latran qui s'ouvrit le 18 mars 1123. Pourtant, si l'on en croit Gerhoh, chanoine 

régulier de Reichersberg, le pacte de Worms n'était pas du goût des grégoriens 

intransigeants (vieux grégoriens). Ceux-ci auraient manifesté leur désapprobation 

par le cri non placet. Nombreux sont les canons de Latran Ⅰ qui visent à renforcer 

le pouvoir épiscopal (can. 2, 4, 8, 16 ). Les règlements particulièrement dignes 

d'attention, c'est-à-dire canons 4 et 16 visent à consolider, selon les principes de la 

nouvelle réforme, la structure paroissiale sous le contrôle des évêques, à affecter la 
cura animarum par l'ordinaire, à interdire aux moines de remplir, sans être institués 

par celui-ci, l'office curial. 

  A la mort d'Honolius Ⅱ, le 13 ou 14 février 1130, les cardinaux sont profondément 

divisés. Au cours de la même journée, deux partis de cardinaux se réunirent pour 

élire et proclamer respectivement leurs candidats. C'est ainsi que Grégoire, 

cardinal-diacre de S.Angelo fut élu par les novateurs (cardinales novitii) et consacré 

sous le nom d'Innocent Ⅱ, tandis que les vieux grégoriens se ralliaient à Pierre 

Pierleoni, cardinal-prêtre de S. Maria in Trastevere, dont la famille était le plus 

influente dans la ville, et qui fut proclamé sous le nom d'Anaclet Ⅱ. Les cardinaux 

novateurs, dirigés par le cardinal-chancelier Aimeric, étaient formés dans les 

écoles d'Italie septentrionale et de France, et vouaient leurs efforts à la cura 
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animarum, tandis que la plupart des vieux grégoriens provenaient de Rome, d'Italie 

centrale ou méridionale, éprouvaient de la sympatie pour l'ordre bénédictin et 

espéraient la coopération avec les normands de Sicile et l'Italie du Sud. 

  A la différence des schismes antérieurs, tranchés dans la Curia Romana et dont 

seuls les résultats avaient été annoncés parmi les prélats du monde catholique, ou 

des schismes causés par l'intervention des pouvoirs laïcs, celui de 1130 a été 

discuté au Nord des Alpes et dans une large couche de clercs et de laïcs. Ce n'était 

pas assez pour le pontife légitime de pouvoir toujours rester dans Rome. Il fallait 

encore se faire reconnnaître de la chrétienté tout entière. 

  Le schisme s'éteignit peu après la mort d'Anaclet (le 25 janvier 1138). Le concile 

oecuménique de Latran Ⅱ fut convoqué (avril 1139) pour reprendre et compléter 

celui de 1123. Ce n'est pas par hasard que s'accomplit sous le pontificat d'Innocent 

Ⅱ un très important travail du droit canonique. C'est la Concordia Discordantium 

Canonum (Decretum Gratiani) compilée vers l'année 1140. 


